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3.5 原子炉設置位置付近の地盤 

3.5.1 調査内容 

原子炉設置位置付近において，ボーリング調査，試掘坑調査，岩石試験，

岩盤試験等を実施した。 

本地点の地盤は，（社）日本電気協会「原子力発電所耐震設計技術指針」

（JEAG4601－1987）の岩盤分類法において硬岩に分類されるため，岩盤分

類は，電研式岩盤分類を基本とし，岩種毎にＣＨ級，ＣＭ級，ＣＬ級及びＤ

級の４段階とした。 

 

3.5.1.1 ボーリング調査 

原子炉設置位置付近における岩石試験供試体の採取及びボーリング孔

を利用しての原位置試験を実施するために，炉心部及び原子炉建物周辺斜

面を中心としてボーリング調査を実施した。 

原子炉設置位置付近で実施したボーリングは，第 3.4－1 図に示すとお

りである。 

掘削孔径は 56mm～86mm でロータリ型ボーリングマシンを使用し，オー

ルコア・ボーリングで実施した。 

 

3.5.1.2 試掘坑調査 

原子炉建物基礎地盤及び周辺斜面において岩盤試験を実施し，工学的性

質を把握する目的で，試掘坑による調査を行った。 

原子炉建物基礎地盤の試掘坑を第 3.5－1 図に示す。 

 

3.5.1.3 岩石試験 

構造物の設計と施工上の基礎資料を得るため，基礎地盤をなす岩石の物

理・力学試験を行った。試料は第 3.5－2 図に示したボーリング孔及び試

掘坑内から採取した。試験項目は密度，吸水率，間隙率等の物理試験及び

自然状態での一軸圧縮試験，引張試験（圧裂試験），三軸圧縮試験等の力
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学試験である。試掘坑内より採取した試料の力学試験については層理に直

角及び平行方向の試験を行った。 

 

3.5.1.4 岩盤試験 

原子炉建物基礎地盤としての適性を確認し，併せて設計，施工上の資料

を得るため，試掘坑内において，坑内弾性波試験，平板載荷試験，ブロッ

クせん断試験及び岩盤物性の場所的変化についての調査を実施した。 

また，原子炉建物西側切取斜面の試掘坑内において，平板載荷試験及び

ブロックせん断試験を実施した。 

(1) 坑内弾性波試験  

耐震設計に必要な原子炉建物基礎地盤の動的性質を求めるため，第

3.5－3 図に示す試掘坑内で弾性波試験を行った。 

測線長は約 230m とし，その測線上に約３m 間隔で受振点を設け，発破

及び板叩き法によって発振した。 

各受振点の記録から走時曲線を描き，これを解析しＰ波とＳ波の伝播

速度を求め，動弾性係数，動的ポアソン比を算出した。 

(2) 平板載荷試験  

原子炉建物基礎地盤及び西側切取斜面を構成する岩盤の支持能力及

び変形特性を把握するため，平板載荷試験を実施した。試験は水浸状態

で行い，岩種別に第 3.5－4 図に示す位置で実施した。試験方法は，第

3.5－5 図に，載荷パターンを第 3.5－6 図に示す。荷重は段階的に増減

させ，各荷重段階に対応する載荷板の変位量を計測した。 

変位量の計測は１／100mm 読み変位計を４個設置し，４個の計測平均

値から求めた。 

載荷方向については，鉛直，水平及び層理に直角，平行の４方向につ

いて実施した。 

また，鉛直載荷位置において，クリープ試験を実施した。 
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(3) ブロックせん断試験  

原子炉建物基礎地盤及び西側切取斜面を構成する岩盤のせん断特性

を把握するため，岩種別にブロックせん断試験を実施した。 

ブロックせん断試験位置を第 3.5－7 図に示す。試験は水浸状態で，

層理に流れ目及び差し目方向で行い，ブロックごとに垂直荷重を変えて，

垂直応力とせん断応力の関係を求め，この関係からせん断強度及び内部

摩擦角を求めた。 

ブロックの変位は，ブロック面に設置した変位計により測定した。 

ブロックせん断試験装置の概略を第 3.5－8 図に，変位計設置位置を

第 3.5－9 図に，せん断載荷パターンを第 3.5－10 図に示す。 

(4) 孔内載荷試験  

原子炉建物基礎地盤の深さ方向の変形特性を把握するため，ボーリン

グ孔（No.306，308，309，310，312，313，315，316）を利用して孔内

載荷試験を行い，変形係数及び弾性係数を算出した。試験装置の概略を

第 3.5－11 図に，載荷パターンを第 3.5－12 図に示す。 

(5) 岩盤物性の場所的変化，異方性等に関する調査  

原子炉建物基礎地盤における地盤物性の場所的変化等を把握するた

め，試掘坑内において扇射法による坑間弾性波試験及びシュミット・ロ

ック・ハンマの反発度測定を実施した。 

扇射法による坑間弾性波試験は，試掘坑内で約３m 間隔に受振点を設

け，弾性波試験を実施した。測定範囲を第 3.5－13 図に示す。 

シュミット・ロック・ハンマの反発度測定は，原子炉建物基礎地盤の

試掘坑全長について両壁で約１m 間隔で行った。 

(6) 透水試験  

原子炉建物基礎地盤の透水性を把握するため，第 3.5－2 図に示すボ

ーリング孔において透水試験を実施した。試験区間は 10m とし，ボーリ

ング孔を 10m 掘削するごとに，区間上部にパッカをかけ，加圧孔井法で

行い，透水係数を算出した。 
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3.5.1.5 シームほかの物性試験 

シーム，Ｄ級岩盤，埋戻土・盛土，埋戻土（購入土）及び旧表土の物理

的・力学的性質を明らかにし，構造物の設計及び施工の基礎資料を得るた

め，物理試験，力学試験等を実施した。 

試料の採取位置及び試験位置を第 3.5－14 図に示す。 

(1) 物理試験  

シーム，Ｄ級岩盤，埋戻土・盛土，埋戻土（購入土）及び旧表土の物

理特性を把握するため，（社）地盤工学会「土質試験の方法と解説」に

準拠し，物理試験を実施した。 

(2) 静的単純せん断試験  

試験は，シームの強度特性及び静的変形特性を把握するため，単純せ

ん断試験装置を用いて実施した。 

供試体は，直径 50mm，高さ 20mm の円板形で，垂直荷重を４種類とし，

それぞれひずみ速度を 0.1％/min でせん断力を加えて試験を実施した。

試験装置の概略を第 3.5－15 図に示す。 

(3) 動的単純せん断試験  

試験は，シームの動的変形特性を把握するため，動的単純せん断試験

装置を用いて実施した。 

供試体は，直径 50mm，高さ 20mm の円板形で，垂直荷重を４種類とし，

それぞれ周波数１Hz の正弦波の動的せん断力を供試体に加えて試験を

実施した。試験装置の概略を第 3.5－15 図に示す。 

(4) 中型三軸圧縮試験  

試験は，Ｄ級岩盤の強度特性及び静的変形特性を把握するため，静的

三軸圧縮試験装置を用いて，供試体を所定の側圧で等方圧密後，非排水

状態で段階的に軸荷重を増加させて実施した。 

Ｄ級岩盤（凝灰岩）の供試体は直径 100mm，高さ 200mm，Ｄ級岩盤（凝

灰質頁岩）の供試体は直径 50mm，高さ 100mm，Ｄ級岩盤（安山岩）の供

試体は直径 100mm，高さ 200mm の円柱形とした。 
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(5) 動的中型三軸圧縮試験  

試験は，Ｄ級岩盤の動的変形特性を把握するため，振動三軸試験装置

を用いて，供試体を所定の側圧で等方圧密後，非排水状態において載荷

周波数１Hz で段階的に軸荷重を増加させて実施した。 

供試体は，Ｄ級岩盤（凝灰岩）を直径 100mm，高さ 200mm，Ｄ級岩盤

（凝灰質頁岩）を直径 50mm，高さ 100mm，Ｄ級岩盤（安山岩）を直径 100mm，

高さ 200mm の円柱形とした。 

(6) 大型三軸圧縮試験  

試験は，埋戻土・盛土の強度特性及び静的変形特性を把握するため，

大型三軸圧縮試験装置を用いて，供試体を所定の側圧で等方圧密後，非

排水状態で段階的に軸荷重を増加させて実施した。 

供試体は，直径 300mm，高さ 600mm の円柱形とした。 

(7) 動的大型三軸圧縮試験  

試験は，埋戻土・盛土の動的変形特性を把握するため，大型三軸圧縮

試験装置を用いて，供試体を所定の側圧で等方圧密後，排水状態または

非排水状態において，載荷周波数 0.1Hz で繰返し載荷させることで実施

した。 

供試体は，直径 300mm，高さ 600mm の円柱形とした。 

(8) 三軸圧縮試験  

試験は，埋戻土（購入土）及び旧表土の強度特性及び静的変形特性を

把握するため，三軸圧縮試験装置を用いて，供試体を所定の側圧で等方

圧密後，非排水状態で段階的に軸荷重を増加させて実施した。 

供試体は，埋戻土（購入土）を直径 50mm，高さ 100mm，旧表土を直径

75mm，高さ 150mm の円柱形とした。 

(9) 繰返し中空ねじりせん断試験  

試験は，埋戻土（購入土）の動的変形特性を把握するため，繰返し中

空ねじりせん断試験装置を用いて，供試体を所定の側圧で等方圧密後，

排水状態または非排水状態で，載荷周波数 0.1Hz で繰返し載荷させるこ
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とで実施した。 

供試体は，外形 70mm，内径 30mm，高さ 70mm の中空円筒形とした。 

(10) 動的三軸圧縮試験  

試験は，旧表土の動的変形特性を把握するため，振動三軸試験装置を

用いて，供試体を所定の側圧で等方圧密後，非排水状態において載荷周

波数１Hz で繰返し載荷させることで実施した。 

供試体は，直径 75mm，高さ 150mm の円柱形とした。 

(11) ＰＳ検層  

防波壁（逆Ｔ擁壁）の基礎地盤となる改良地盤（薬液注入工法）の強

度特性及び変形特性を把握するため，ＰＳ検層を実施した。 

 

3.5.2 調査結果 

3.5.2.1 岩盤分類 

原子炉建物基礎地盤及び周辺斜面の水平岩盤分類図を第 3.5－16 図に，

鉛直岩盤分類図を第 3.5－17 図に示す。 

これらによると，原子炉建物基礎地盤には部分的にＣＬ級の岩盤が存在

するものの，その範囲は限られており，大部分がＣＨ級，ＣＭ級の岩盤であ

り，原子炉建物基礎地盤として安定したものである。 

また，原子炉建物西側切取斜面は，大部分がＣＭ級以上の岩盤であり，

表層は風化したＣＬ級，Ｄ級の岩盤が分布している。 

 

3.5.2.2 岩石の強度及び変形特性 

ボーリングコア，試掘坑等から採取した各岩種・岩級毎の試料によ

る自然状態の岩石試験結果を以下に示す。 

(1) 一般物理特性  

原子炉建物基礎地盤，西側切取斜面及び南側盛土斜面から採取し

た供試体による一般物理特性に係る試験結果を第 3.5－1 表に示す。 

原子炉建物基礎地盤から採取した供試体による平均値を以下に
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示す。 

密 度     平均 2.54g/cm3 

真比重     平均 2.72 

吸水率     平均 2.72％ 

間隙率     平均 6.01％ 

(2) 変形特性  

原子炉建物基礎地盤及び西側切取斜面から採取した供試体によ

る変形特性に係る試験結果を第 3.5－1 表に示す。 

原子炉建物基礎地盤から採取した岩石の超音波速度試験から求

めた動弾性係数は，平均 31.87×10３ N/mm2（3.25×10５ kg/cm2），動

的ポアソン比は平均 0.34 である。 

(3) 強度特性  

ａ．一軸圧縮強度  

原子炉建物基礎地盤及び西側切取斜面から採取した供試体に

よる一軸圧縮強度試験結果を第 3.5－1 表に示す。 

原子炉建物基礎地盤から採取した岩石 79 個の供試体による一

軸圧縮強度は，平均 82.47N/mm2（841kg/cm 2）である。 

ｂ．引張強度（圧裂試験）  

原子炉建物基礎地盤及び西側切取斜面から採取した供試体に

よる引張強度試験結果を第 3.5－1 表に示す。 

原子炉建物基礎地盤から採取した岩石 81 個の供試体から圧裂

試験法により求めた引張強度は，平均 8.69N/mm2（88.6kg/cm2）

である。 

ｃ．三軸圧縮強度  

原子炉建物基礎地盤から採取した供試体による三軸圧縮強度

試験結果を第 3.5－2 表に示す。 

原子炉建物基礎地盤から採取した供試体の側圧については，

4.90N/mm2（50kg/cm 2）から 39.23N/mm 2（400kg/cm 2）まで設定し
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た。試験結果は第 3.5－2 表に示すとおりである。第 3.5－18 図

に示すように試験結果から岩石のせん断強度特性を求めると，次

の式で表わされる。 

 τ r＝8.83＋σtan52° （τ r＝90＋σtan52°）（凝灰岩） 

 τ r＝10.10＋σtan57°（τ r＝103＋σtan57°）（頁岩） 

 τ r＝19.12＋σtan52°（τ r＝195＋σtan52°）（ドレライト） 

τ r ：せん断抵抗 N/mm2（kg/cm2） 

σ  ：垂直応力  N/mm2（kg/cm2） 

 

3.5.2.3 岩盤試験結果 

試掘坑内で実施した岩盤試験の結果を以下に示す。 

(1) 坑内弾性波試験  

原子炉建物基礎地盤の試掘坑内で実施した弾性波試験により得られ

た弾性波速度を第 3.5－19 図に示す。各測線の加重平均を求めるとＰ波

は 3.63km/s，Ｓ波は 1.64km/s である。これより，動弾性係数は   

18.73×10 ３ N/mm2（19.1×10 ４ kg/cm2），剛性率は 6.84×10 ３ N/mm2   

（6.97×10４kg/cm2），動的ポアソン比は 0.37 となる。 

(2) 平板載荷試験  

原子炉建物基礎地盤及び西側切取斜面の試掘坑内で実施した平

板載荷試験の結果を第 3.5－3 表に示す。また，荷重－変位量曲線

の代表例を第 3.5－20 図に示す。 

原子炉建物基礎地盤の平板載荷試験結果から鉛直載荷荷重時のＣＨ級

の岩盤，ＣＭ級の岩盤の変形係数は 1.10×10３N/mm2～8.35×10３N/mm2

（1.12×10４kg/cm2～8.51×10４kg/cm2），割線弾性係数は 2.45×10３N/mm2

～15.92×10３N/mm2（2.50×10４kg/cm2～16.23×10４kg/cm2）（応力範囲

０N/mm2～0.98N/mm2（０kg/cm2～10kg/cm2））となっている。また，

9.81N/mm2（100kg/cm2）以上の載荷荷重においても降伏点には至らなか

った。 
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(3) ブロックせん断試験  

原子炉建物基礎地盤及び西側切取斜面の試掘坑内で実施したブ

ロックせん断試験の結果を第 3.5－4 表，第 3.5－21 図に示す。 

原子炉建物基礎地盤のブロックせん断試験結果から岩盤のせん

断強度特性を求めると次の式で表わされる。 

 τ Ｒ ＝1.76＋σ tan55.0°（τ Ｒ ＝17.9＋σ tan55.0°）  

（凝灰岩Ｃ Ｈ 級流れ目方向）  

 τ Ｒ ＝1.14＋σ tan53.9°（τ Ｒ ＝11.6＋σ tan53.9°）  

（黒色頁岩Ｃ Ｈ 級流れ目方向）  

 τ Ｒ ＝1.54＋σ tan62.5°（τ Ｒ ＝15.7＋σ tan62.5°）  

（凝灰角礫岩Ｃ Ｈ 級流れ目方向）  

 τ Ｒ ＝0.92＋σ tan54.4°（τ Ｒ ＝ 9.4＋σ tan54.4°）  

（黒色頁岩Ｃ Ｍ 級流れ目方向）  

 τ Ｒ ＝1.26＋σ tan57.2°（τ Ｒ ＝12.8＋σ tan57.2°）  

（黒色頁岩Ｃ Ｍ 級差し目方向）  

 τ Ｒ ＝0.59＋σ tan37.9°（τ Ｒ ＝ 6.0＋σ tan37.9°）  

（凝灰岩Ｃ Ｌ 級流れ目方向）  

 τ Ｒ ＝0.54＋σ tan55.5°（τ Ｒ ＝ 5.5＋σ tan55.5°）  

（凝灰岩Ｃ Ｌ 級差し目方向）  

τ Ｒ ：せん断抵抗  N/mm 2（kg/cm 2）  

  σ：垂直応力  N/mm 2（kg/cm 2） 

(4) 孔内載荷試験  

原子炉建物基礎地盤において実施したボーリング孔内載荷試験

結果を第 3.5－5 表に示す。 

(5) 岩盤物性の場所的変化，異方性等  

試掘坑内で実施したシュミット・ロック・ハンマの反発度測定結

果によると，各岩級ＣＨ級，ＣＭ級及びＣＬ級ごとに算出した反発度

の変動係数は比較的小さい。測定結果を第 3.5－6 表に示す。 
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試 掘 坑 内 で 実 施 し た 扇 射 法 に よ る 坑 間 弾 性 波 試 験 の 結 果 を     

第 3.5－22 図に示す。試験結果によると，原子炉建物基礎地盤の坑間弾

性波平均速度はＰ波 3.7km/s であり，方向による顕著な差異は認められ

ない。 

また，層理に平行，直角で行った岩石試験結果（第 3.5－1 表），

並びに鉛直，水平及び層理に平行，直角で行った平板載荷試験結果   

（第 3.5－23 図）の諸物性値には方向による差異は認められないこ

とから，岩盤の物性値には問題となる異方性はないと考えられる。 

(6) 透水試験  

透水試験の結果を第 3.5－24 図に示す。試験結果によると，透水係数

が 10－３cm/s 以下であることから，原子炉建物基礎地盤は透水性の低い

岩盤である。 

 

3.5.2.4 シームほかの物性試験結果 

(1) 一般物理特性  

物理試験により得られた密度の平均値は，Ｄ級岩盤が 2.28g/cm 3，

埋戻土・盛土が 2.11g/cm 3，埋戻土（購入土）が 2.01g/cm 3，旧表土

が 2.00g/cm3 で あ る 。 ま た ， シ ー ム の 物 理 試 験 の 結 果 を      

第 3.5－7 表に示す。 

(2) 静的単純せん断試験  

静的単純せん断試験の結果を第 3.5－ 25 図に示す。  

シームのせん断応力τと垂直応力σとの関係は次式で示される。 

τ＝0.19＋σtan18°（N/mm2） 

また，シームのせん断弾性係数Ｇと垂直応力σとの関係は次式で

示される。 

Ｇ＝44σ 0. 34（N/mm2） 

(3) 動的単純せん断試験  

動的単純せん断試験の結果を第 3.5－ 26 図に示す。  
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シームの初期せん断弾性係数Ｇ０と垂直応力σとの関係，動せん

断弾性係数比Ｇ／Ｇ０ とせん断ひずみγとの関係及び減衰係数ｈ

とせん断ひずみγとの関係は次式で示される。 

Ｇ０＝225σ 0 . 31（N/mm2） 

Ｇ／Ｇ０＝１／（１＋（γ／0.00149） 0 .84 9） 

ｈ＝γ／（2.14γ＋0.017）＋0.031 

(4) 中型三軸圧縮試験  

中型三軸圧縮試験の結果 を第 3.5－ 27 図に示す。  

Ｄ級岩盤のせん断応力τと垂直応力σとの関係は次式で示され

る。 

Ｄ級岩盤（凝灰岩）：τ＝0.11＋σtan6°（N/mm2） 

Ｄ級岩盤（凝灰質頁岩）：τ＝0.53＋σtan9°（N/mm2） 

Ｄ級岩盤（安山岩）：τ＝0.51＋σtan33°（N/mm2） 

また，中型三軸圧縮試験で得られた静弾性係数Ｅと垂直応力σと

の関係は次式で示される。 

Ｄ級岩盤（凝灰岩）：Ｅ０＝141σ 0 .3 9（N/mm2） 

Ｄ級岩盤（凝灰質頁岩）：Ｅ 50＝206σ 0 .28（N/mm2） 

Ｄ級岩盤（安山岩）：Ｅ 50＝256σ 0 .4 8（N/mm2） 

(5) 動的中型三軸圧縮試験  

動的中型三軸圧縮試験の結果を第 3.5－28 図に示す。 

Ｄ級岩盤の初期せん断弾性係数Ｇ０と垂直応力σとの関係，動せ

ん断弾性係数比Ｇ／Ｇ０とせん断ひずみγとの関係及び減衰係数

ｈと動せん断弾性係数比Ｇ／Ｇ０との関係は，それぞれ次式で示さ

れる。 

Ｄ級岩盤（凝灰岩） 

Ｇ０＝148σ 0 . 49（N/mm2） 

Ｇ／Ｇ０＝１／（１＋γ／0.00062） 

ｈ＝0.023 （γ≦１×10-4） 
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ｈ＝0.023＋0.071log（γ／0.0001） （γ＞１×10- 4） 

Ｄ級岩盤（凝灰質頁岩） 

Ｇ０＝106σ 0 . 38（N/mm2） 

Ｇ／Ｇ０＝１／（１＋（２（γ／0.0014）（Ｇ／Ｇ０））0 . 574） 

ｈ＝0.142×（１－（Ｇ／Ｇ０ )） 

Ｄ級岩盤（安山岩） 

Ｇ０＝797σ 0 . 54（N/mm2） 

Ｇ／Ｇ０＝１／（１＋（２（γ／0.00035）（Ｇ／Ｇ０））0 .75 8） 

ｈ＝0.175×（１－（Ｇ／Ｇ０）） 

(6) 大型三軸圧縮試験  

大型三軸圧縮試験結果を第 3.5－29 図に示す。 

埋戻土・盛土のせん断応力τと垂直応力σとの関係は次式で示さ

れる。 

τ＝0.22＋σtan22°（N/mm2） 

また，埋戻土・盛土の静弾性係数Ｅと垂直応力σとの関係は次式

で示される。 

Ｅ＝115σ 0 . 61（N/mm2） 

(7) 動的大型三軸圧縮試験  

動的大型三軸圧縮試験の結果を第 3.5－30 図に示す。 

埋戻土・盛土の初期せん断弾性係数Ｇ ０と垂直応力σとの関係，

動せん断弾性係数比Ｇ／Ｇ０ とせん断ひずみγとの関係及び減衰

係数ｈとせん断ひずみγとの関係は次式で示される。 

Ｇ０＝749σ 0 . 66（N/mm2） 

Ｇ／Ｇ０＝１／（１＋γ／0.00027） 

ｈ＝0.0958γ／（γ＋0.00020） 

(8) 三軸圧縮試験  

三軸圧縮試験の結果を第 3.5－31 図に示す。 

埋戻土（購入土）及び旧表土のせん断応力τと垂直応力σとの関
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係は次式で示される。 

埋戻土（購入土）：τ＝0.04＋σtan21°（N/mm2） 

旧表土：τ＝0.03＋σtan21°（N/mm2） 

また，埋戻土・盛土の静弾性係数Ｅと垂直応力σとの関係は次式

で示される。 

埋戻土（購入土）：Ｅ＝227σ 0 .7 5（N/mm2） 

旧表土：Ｅ＝37σ 0 .7 9（N/mm2） 

(9) 繰返し中空ねじりせん断試験  

繰返し中空ねじりせん断試験の結果を第 3.5－32 図に示す。 

埋戻土（購入土）の初期せん断弾性係数Ｇ０と垂直応力σとの関

係，動せん断弾性係数比Ｇ／Ｇ０とせん断ひずみγとの関係及び減

衰係数ｈとせん断ひずみγとの関係は次式で示される。 

Ｇ０＝275σ 0 . 61（N/mm2） 

Ｇ／Ｇ０＝１／（１＋γ／0.00048） 

ｈ＝0.2179γ／（γ＋0.00085） 

(10) 動的三軸圧縮試験  

動的三軸圧縮試験の結果を第 3.5－33 図に示す。 

旧表土の初期せん断弾性係数Ｇ０と垂直応力σとの関係，動せん

断弾性係数比Ｇ／Ｇ０ とせん断ひずみγとの関係及び減衰係数ｈ

とせん断ひずみγとの関係は次式で示される。 

Ｇ０＝240σ 0 . 61（N/mm2） 

Ｇ／Ｇ０＝１／（１＋γ／0.0011） 

ｈ＝0.20γ／（γ＋0.000413） 

(11) ＰＳ検層  

ＰＳ検層の結果を第 3.5－34 図に示す。 

防波壁（逆Ｔ擁壁）を支持する改良地盤（薬液注入工法）で実施

したＰＳ検層の結果を示す。ＰＳ検層の結果，改良地盤（薬液注入

工法）のＶｐは，1,060ｍ／ｓ～1,690ｍ／s，Ｖｓは 400ｍ／ｓ～610
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ｍ/ｓとなった。 
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3.6 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設付近の地盤の安定性評価 

耐震重要度分類Ｓクラスの機器及び系統を支持する建物及び構築物（以

下「耐震重要施設」という。）並びに常設耐震重要重大事故防止設備又は

常設重大事故緩和設備が設置される重大事故等対処施設（以下「常設重大

事故等対処施設」という。）の基礎地盤及び周辺斜面の安定性について，

「3.5 原子炉設置位置付近の地盤」に記載の地質調査，岩石試験，岩盤

試験等の調査結果に基づく各種物性値を用いて検討した。 

 

3.6.1 基礎地盤の安定性評価 

3.6.1.1 地震力に対する基礎地盤の安定性評価 

3.6.1.1.1 評価方針 

耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設は直接又は杭を介して十分

な支持性能を有する岩盤，または改良地盤に支持される設計方針とする。 

また，液状化を考慮した場合においても，支持機能及び杭本体の構造が

成立するように設計する。 

以上の設計方針を踏まえ，施設直下の基礎地盤である岩盤及び改良地盤

のすべり，基礎地盤の支持力及び基礎底面の傾斜に対する評価を行う。基

礎地盤のすべりについては，地下水位以深の埋戻土・盛土が地震動により

繰返し軟化し，強度が低下する可能性を考慮する。 

3.6.1.1.2 評価手法 

基礎地盤のすべり，支持力及び基礎底面の傾斜に関する安全性について，

基準地震動Ｓｓに対する二次元地震応答解析（以下「動的解析」という。）

を行い検討した。 

動的解析は，周波数応答解析手法を用い， Ｄ級岩盤，埋戻土・盛土，

埋戻土（購入土），旧表土，シーム及び改良地盤（薬液注入工法）につい

ては，等価線形化法により動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性

を考慮した。なお，常時応力は，地盤の自重計算により求まる初期応力，

基礎掘削に伴う解放力及び施設・埋戻土の荷重を考慮した有限要素法によ
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る二次元静的解析により求めた。 

基礎地盤のすべりに対する安全性は，動的解析により求まる地震時増分

応力と常時応力を重ね合わせた地震時応力を用い，想定すべり面における

すべり安全率により評価した。すべり安全率は，想定したすべり面上の応

力状態を基に，すべり面上のせん断抵抗力の和をすべり面上のせん断力の

和で除して求めた。ただし，地下水位以深の埋戻土・盛土については，液

状化の発生に伴い有効応力及び強度が低下すると考えられることから，す

べり面上のせん断力及びせん断抵抗力は考慮しない。 

基礎地盤の支持力に対する安全性は，動的解析により求まる施設底面の

地盤の地震時増分応力と常時の応力を重ね合わせた地震時の最大接地圧

により評価した。 

基礎底面の傾斜に対する安全性は，動的解析により求まる地震時の基礎

底面両端の鉛直相対変位を基礎底面幅で除して求めた傾斜により評価し

た。 

 

3.6.1.1.3 評価条件 

(1) 代表施設の選定 

本評価の対象施設である耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設

の配置図を第 3.6.1－1 図に示す。  

基礎地盤の安定性評価を実施する代表施設は，対象施設を設置標高，

施設区分及び基礎形式により分類した。評価対象施設の分類結果を  

第 3.6.1－2 図に示す。 

次に第 3.6.1－3 図のフローに基づき，基礎地盤の岩級・地形等，施

設直下のシームの分布，施設重量，杭底面幅，埋戻土層等の厚さ及び杭

の根入れ長を評価項目として，安定性評価が厳しくなると想定される施

設を選定した。 

代表施設に対する基礎地盤の安定性評価により，耐震重要施設及び常

設重大事故等対処施設の基礎地盤の安定性評価を包括的に確認する。代
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表施設の選定結果を第 3.6.1－1 表に示す。 

各グループの代表施設として，グループＡから原子炉建物，グループ

Ｂからガスタービン発電機建物，グループＣから防波壁（多重鋼管杭式

擁壁），グループＤから防波壁（逆Ｔ擁壁）をそれぞれ選定した。 

(2) 評価断面の選定 

代表施設に対する基礎地盤の安定性評価を行う評価断面を選定した。 

代表施設の評価断面位置を第 3.6.1－4 図に示す。 

原子炉建物の評価断面は，基礎地盤の岩級，地形等，施設直下のシー

ムの分布及び施設重量が同程度であることを踏まえ，①－①’断面及び

②－②’断面を選定した。 

ガスタービン発電機建物の評価断面は，シームの最急勾配方向である

こと，単位奥行当たりの施設重量が大きいこと，簡便法のすべり安全率

が小さいこと等を踏まえ，③－③’断面を選定した。 

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）の評価断面は，改良地盤直下にシームが

分布していること，杭底面幅が小さいこと，埋戻土層等が厚いこと，根

入れ長が短いこと，及び簡便法のすべり安全率が小さいことを踏まえ，

④―④’断面を選定した。 

防波壁（逆Ｔ擁壁）の評価断面は，改良地盤直下にシームが分布して

いること，単位奥行当たりの施設重量が大きいこと，及び簡便法のすべ

り安全率が小さいことを踏まえ，⑤―⑤’断面を選定した。 

(3) 解析用物性値の設定 

敷地には，新第三紀中新世の堆積岩類から成る成相寺層と貫入岩類及

びその上位の第四系が分布する。岩盤中には層理面に平行に薄い粘土層

（シーム）が分布する。また，人工的な地盤として埋戻土，地盤改良に

よる改良地盤等が分布する。 

解析用物性値は，岩石試験，岩盤試験，土質試験等から得られた各種

物性値を基に設定した。解析用物性値の設定方法を第 3.6.1－2 表に，

解析用物性値を第 3.6.1－3 表に示す。 
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 (4) 解析モデル 

有限要素解析モデルは，岩盤分類図を基に作成した。解析用要素分割

図を第 3.6.1－5 図に示す。地盤は，平面ひずみ要素でモデル化し，要

素高さは地盤のＳ波速度を考慮して地震時の挙動を適切に表現可能な

高さとした。また，シームは数 cm 程度以下と薄いことからジョイント

要素でモデル化した。 

原子炉建物及びガスタービン発電機建物の解析用建物モデルは，それ

ぞれの質点系モデルを基にモデル化した。また，防波壁については線形

の梁要素でモデル化した。地上の隣接構造物については，施設重量が相

対的に大きい場合，地盤の安定解析に影響を及ぼす可能性があることか

ら，モデル化した。 

また，埋戻土中の地中構造物は地盤応答に与える影響は軽微と考えら

れることから，施設としてモデル化しない。 

原子炉建物①-①’断面においては，２号炉タービン建物をモデル化

した。また，原子炉建物②－②’断面においては，１，２号炉廃棄物処

理建物及び 1 号炉原子炉建物をモデル化した。 

ガスタービン発電機建物③―③’断面，防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

④―④’断面及び防波壁（逆Ｔ擁壁）⑤―⑤’断面においては，代表施

設の周囲に安定性評価に影響を及ぼす可能性のある隣接構造物は存在

しない。 

静的解析における境界条件は，モデル下端を固定境界，側方を鉛直ロ

ーラー境界とした。また，動的解析における境界条件は，モデル下端を

粘 性 境 界 ， 側 方 を エ ネ ル ギ ー 伝 達 境 界 と し た 。 境 界 条 件 を      

第 3.6.1－6 図に示す。 

(5) 地下水位 

動的解析における建物，構築物の地下水位の設定に当たっては，地下

水位低下設備の機能に期待する建物・構築物の水位より保守的な建物基

礎上面とし，地下水位低下設備の機能に期待しない建物・構築物及び周
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辺地盤の地下水位は地表面とする。 

代表として原子炉建物基礎地盤の解析用地下水位を第 3.6.1－7 図に

示す。 

(6) 入力地震動 

基準地震動Ｓｓを，一次元波動論に基づいて引戻して作成した。 

水平方向及び鉛直方向の入力地震動をモデル下端から同時に入力し

た。 

なお，基準地震動Ｓｓのうち応答スペクトルに基づく地震動について

は，水平地震動及び鉛直地震動の位相反転を，断層モデルに基づく地震

動及び震源を特定せず策定する地震動については，水平地震動の位相反

転を考慮した。 

 

3.6.1.1.4 評価結果 

(1) 基礎地盤のすべり 

動的解析に基づく想定すべり面における最小すべり安全率を，   

第 3.6.1－4 表に示す。 

原子炉建物基礎地盤における最小すべり安全率は①－①’断面で 2.13，

②－②’断面で 2.57 となり，評価基準値 1.5 を上回る。 

ガスタービン発電機建物基礎地盤における最小すべり安全率は③―

③’断面で 1.64 となり，評価基準値 1.5 を上回る。 

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）基礎地盤における最小すべり安全率は④

－④’断面で 1.67 となり，評価基準値 1.5 を上回る。 

防波壁（逆Ｔ擁壁）基礎地盤における最小すべり安全率は⑤－⑤’断

面で 1.88 となり，評価基準値 1.5 を上回る。 

各断面ですべり安全率が最小となるケースについて，地盤物性のうち

強度のばらつき（平均値－1.0×標準偏差（σ）強度）を考慮した場合に

おいても，最小すべり安全率は評価基準値 1.5 を上回る。 

以上のことから，基礎地盤は，地震力によるすべりに対して十分な安
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全性を有している。 

(2) 基礎地盤の支持力 

地震時の最大接地圧を，第 3.6.1－5 表に示す。 

原子炉建物の地震時の最大接地圧は 2.19N/mm2 である。一方，原子炉

建物が設置される基礎地盤支持力の評価基準値は 9.8N/mm2 以上である

ことから，地震時の最大接地圧は評価基準値を下回り，原子炉建物基礎

地盤は十分な支持力を有している。 

ガスタービン発電機建物の地震時の最大接地圧は 1.01N/mm2 である。

一方，ガスタービン発電機建物が設置される基礎地盤支持力の評価基準

値は 3.9N/mm2 以上であることから，地震時の最大接地圧は評価基準値を

下回り，ガスタービン発電機建物基礎地盤は十分な支持力を有している。 

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）の地震時の最大接地圧は 2.39N/mm2 であ

る。一方，防波壁（多重鋼管杭式擁壁）が設置される基礎地盤支持力の

評価基準値は 9.8N/mm2 以上であることから，地震時の最大接地圧は評価

基準値を下回り，防波壁（多重鋼管杭式擁壁）基礎地盤は十分な支持力

を有している。 

防波壁（逆Ｔ擁壁）の地震時の最大接地圧は 0.38N/mm2 である。一方，

防波壁（逆Ｔ擁壁）が設置される基礎地盤支持力の支持力式による評価

基準値は 1.4N/mm2 であることから，地震時の最大接地圧は評価基準値を

下回り，防波壁（逆Ｔ擁壁）基礎地盤は十分な支持力を有している。 

以上のことから，基礎地盤は十分な支持性能を有している。 

(3) 基礎底面の傾斜 

原子炉建物,ガスタービン発電機建物,防波壁（多重鋼管杭式擁壁）及

び防波壁（逆Ｔ擁壁）それぞれの基礎底面両端において，地震時に最大

となる鉛直相対変位及び傾斜を第 3.6.1－6 表に示す。 

原子炉建物基礎底面の両端において最大となる鉛直相対変位は

0.31cm であり，最大傾斜は，1/22,000 となる。 

ガスタービン発電機建物基礎底面の両端において最大となる鉛直相
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対変位は 0.17cm であり，最大傾斜は 1/28,000 となる。 

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）基礎底面の両端において最大となる鉛直

相対変位は 0.0056cm であり，最大傾斜は 1/39,000 となる。 

防波壁（逆Ｔ擁壁）基礎底面の両端において最大となる鉛直相対変位

は 5.38cm であり，最大傾斜は 1/158 となる。 

原子炉建物，ガスタービン発電機建物及び防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

の最大傾斜については，いずれも評価基準値の目安である 1/2,000 を下

回ることから，施設の安全機能に影響を及ぼすものではない。 

一方，防波壁（逆Ｔ擁壁）の最大傾斜については，評価基準値の目安

である 1/2,000 を上回るため，施設の安全機能に影響を及ぼさないよう

設計する。 

 

3.6.1.2 周辺地盤の変状による重要施設への影響評価 

耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設は，直接又は杭を介して岩盤

及び改良地盤に支持されることから，不等沈下及び揺すり込み沈下による

影響を受けるおそれはない。 

耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設は，液状化及び揺すり込み沈

下等の周辺地盤の変状を考慮した場合においても，施設の機能が損なわれ

るおそれがないように設計する方針とする。 

 

3.6.1.3 地殻変動による基礎地盤の変形の影響評価 

地震発生に伴う地殻変動によって生じる基礎地盤の傾斜及び撓みの影

響について検討した。 

 

3.6.1.3.1 評価手法及び条件 

敷地内には震源として考慮する活断層が分布していないことを確認し

ていることから，敷地において地殻の広域的な変形による著しい地盤の傾

斜が生じることはない。 



 6－3－116 

敷地に比較的近く，基準地震動の策定において検討用地震に選定した宍

道断層及び海域活断層（Ｆ-Ⅲ～Ｆ-Ⅴ断層）の活動に伴い生じる地盤の傾

斜について，多層モデルにより地盤の非一様性を考慮できる Wang et 

al.(2003)（84）の食い違い弾性論に基づく解析によって評価した。 

各断層の断層パラメータを第 3.6.1－8 図に示す。 

 

3.6.1.3.2 評価結果 

原子炉建物，ガスタービン発電機建物，防波壁（多重鋼管杭式擁壁）及

び防波壁（逆Ｔ擁壁）の評価結果を第 3.6.1－7 表に示す。 

地殻変動による最大傾斜は，原子炉建物が 1/17,000 ，ガスタービン発

電機建物が 1/15,000，防波壁（多重鋼管杭式擁壁）が 1/22,000，防波壁

（逆Ｔ擁壁）が 1/17,000 である。また，地震動による傾斜との重畳を考

慮した場合の最大傾斜は，原子炉建物が 1/9,000，ガスタービン発電機建

物が 1/10,000，防波壁（多重鋼管杭式擁壁）が 1/14,000，防波壁（逆Ｔ

擁壁）が 1/156 である。 

原子炉建物，ガスタービン発電機建物及び防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

の最大傾斜については，いずれも評価基準値の目安である 1/2,000 を下回

ることから，施設の安全機能に影響を及ぼすものではない。 

一方，防波壁（逆Ｔ擁壁）の最大傾斜については，評価基準値の目安で

ある 1/2,000 を上回るため，施設の安全機能に影響を及ぼさないよう設計

する。 

 

3.6.2 周辺斜面の安定性評価 

3.6.2.1 地震力に対する周辺斜面の安定性評価 

3.6.2.1.1 評価方針 

耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の周辺斜面のすべりに対す

る評価を行う。 

周辺斜面のすべりについては，液状化範囲の埋戻土・盛土が地震動によ
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り繰返し軟化し，強度が低下する可能性を考慮する。 

 

3.6.2.1.2 評価手法 

周辺斜面のすべりに関する安全性について，基準地震動Ｓｓに対する動

的解析を行い検討した。 

動的解析は周波数応答解析手法を用い，Ｄ級岩盤，埋戻土・盛土，埋戻

土（購入土），旧表土及びシームについては等価線形化法により，動せん

断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性を考慮した。なお，地盤の自重計

算により求まる初期応力，基礎掘削に伴う解放力及び施設・埋戻土の荷重

を考慮した有限要素法による二次元静的解析により求めた。 

周辺斜面のすべりに対する安全性は，動的解析により求まる地震時増分

応力と常時応力を重ね合わせた地震時応力を用い，想定すべり面における

すべり安全率により評価した。すべり安全率は，想定したすべり面上の応

力状態を基に，すべり面上のせん断抵抗力の和をすべり面上のせん断力の

和で除して求めた。ただし，液状化影響を考慮する範囲の埋戻土・盛土に

ついては，液状化の発生に伴い有効応力及び強度が低下すると考えられる

ことから，すべり面上のせん断力及びせん断抵抗力は考慮しない。 

 

3.6.2.1.3 評価条件 

(1) 耐震重要施設等に影響するおそれのある斜面の網羅的な抽出 

耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設と周辺斜面の離隔距離等

に基づき，耐震重要施設等に影響するおそれのある斜面を抽出した。離

隔距離については，「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601－2015(85)」

及び「宅地防災マニュアルの解説(86)」に基づいて，斜面法尻から対象施

設までの離隔距離が，岩盤斜面では 50m 以内の斜面あるいは斜面高さの

1.4 倍以内の斜面，盛土斜面では 50m 以内の斜面あるいは斜面高さの 2.0 

倍以内の斜面とした。 

抽出した結果を第 3.6.2－1 図にを示す。 
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(2) 液状化範囲の検討 

評価対象斜面として抽出した２号炉南側盛土斜面のすべりについて

は，埋戻土・盛土が地震動により繰り返し軟化し，強度が低下する可能

性を考慮するため，液状化範囲を設定した。液状化範囲の検討に当たっ

ては，第 3.6.2－2 図の液状化範囲の検討フローに基づき，二次元浸透

流解析（定常解析）により設定した検討用地下水位を初期条件とした時

刻歴非線形解析（有効応力解析）を実施し，過剰間隙水圧比が 0.95 を

上回る範囲を液状化範囲とした。 

２号炉南側盛土斜面における液状化範囲の設定結果を第 3.6.2－3 図

に示す。 

(3) 評価対象斜面の選定 

周辺斜面の安定性評価を実施する評価対象斜面は，地盤の種類（岩盤

斜面，盛土斜面）及び法尻標高により分類した。評価対象斜面の分類結

果を第 3.6.2－4 図に示す。 

次に第 3.6.2－5 図のフローに基づき，岩級，斜面高さ，斜面勾配，

シームの分布の有無を評価項目として，安定性評価が厳しくなると想定

される斜面を選定した。 

評価対象斜面に対する安定性評価により，耐震重要施設及び常設重大

事故等対処施設の周辺斜面の安定性評価を包括的に確認する。評価対象

斜面の選定結果を第 3.6.2－1 表及び第 3.6.2－6 図に示す。 

各グループの評価対象斜面として，グループＡから２号炉南側切取斜

面，グループＢから２号炉南側盛土斜面，グループＣからガスタービン

発電機建物周辺斜面をそれぞれ選定した。 

また，対策工を実施した２号炉西側切取斜面についても安定解析の評

価対象斜面に選定した。 

(4) 解析用物性値の設定 

「3.6.1.1.3 (3)解析用物性値の設定」の記載に同じ。 
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(5) 解析モデル 

有限要素解析モデルは，岩盤分類図を基に作成した。解析用要素分割

図を第 3.6.2－7 図に示す。 

境界条件の考え方については，「3.6.1.1.3 (4)解析モデル」の記載に

同じ。 

(6) 地下水位 

動的解析における周辺斜面の地下水位の設定に当たっては，地下水位

は地表面とする。 

代表として 2 号炉南側切取斜面の解析用地下水位を第 3.6.2－8 図に

示す。 

(7) 入力地震動 

「3.6.1.1.3 (6)入力地震動」の記載に同じ。 

 

3.6.2.1.4 評価結果 

動的解析に基づく想定すべり面における最小すべり安全率を ，    

第 3.6.2－2 表に示す。 

２号炉南側切取斜面における最小すべり安全率は①－①’断面で 1.56

となり，評価基準値 1.2 を上回る。 

２号炉西側切取斜面における最小すべり安全率は②－②’断面で 5.89

となり，評価基準値 1.2 を上回る。 

２号炉南側盛土斜面における最小すべり安全率は③－③’断面で 1.61

となり，評価基準値 1.2 を上回る。 

ガスタービン発電機建物周辺斜面における最小すべり安全率は④－

④’断面で 2.07 となり，評価基準値 1.2 を上回る。 

各断面ですべり安全率が最小となるケースについて，地盤物性のうち強

度のばらつき（平均値－1.0×標準偏差（σ）強度）を考慮した場合におい

ても，最小すべり安全率は評価基準値 1.2 を上回る。 

以上のことから，周辺斜面は，地震力によるすべりに対して十分な安全
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性を有している。 
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3.7 地質調査に関する実証性 

3.7.1 各種調査・試験の実施会社の選定 

地質調査・試験工事の実施会社の選定に当たっては，事前に会社経歴書，

技術者名簿，工事実績等を検討し，この種の調査・試験に対する技術レベ

ルが高く，過去に多数の実績を有する専門会社を選定した。 

主な地質調査，実施年度及び実施会社名は，第 3.7－1 表のとおりであ

る。 

 

3.7.2 地質調査の計画 

地質調査に当たっては，国の基準等に準拠して，総合的かつ体系的な調

査計画を策定した。 

調査計画のうち主要なものについては，社外の学識経験者に必要に応じ

て意見を聴取し，内容を固めた。 

 

3.7.3 地質調査・試験工事の実施に当たっての管理体制 

地質調査・試験工事の実施に当たっては，実施会社は現場代理人，主任

技術者及び安全衛生責任者を現場に常駐させ，現場代理人は工事施工の総

括を，主任技術者は施工に関する技術上の管理を，安全衛生責任者は工事

施工における安全管理を行った。 

当社における地質調査・試験工事の作業管理体制としては，本社及び島

根原子力発電所に担当者をおき，地質調査の作業管理にあたった。 

地質調査・試験工事の施工計画，作業実施状況等については，文書によ

り提出させ，検討のうえ承認をした。また，施工方法，工程等についての

打合せ会を適宜設け，工事が適切かつ円滑に実施されるように実施会社を

指導した。 

 

3.7.4 地質調査結果の評価・とりまとめ 

地質調査結果については，社外の学識経験者の助言を得て検討し，十分
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な評価を経て申請書としてとりまとめを行った。 
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(552) (1.61) (60.4) (3.44)

39.81

(4.06)

62.57 20.69 7.31 27.46

(638) (2.11) (74.5) (2.80)

38.64 29.71 8.31 32.36

(394) (3.03) (84.7) (3.30)

36.19

(3.69)

124.45 44.91 10.58

(1,269) (4.58) (107.9)

36.09 27.26 5.12 37.85

(368) (2.78) (52.2) (3.86)

35.40 13.34

(361) (1.36)

43.05

(4.39)

50.80 13.24 3.67 44.33

(518) (1.35) (37.4) (4.52)

140.14 64.33 12.86

(1,429) (6.56) (131.1)

51.19

(5.22)

186.52 65.41 10.79

(1,902) (6.67) (110.0)

13.69

(139.6)

103.95 54.52 9.92 57.47

(1,060) (5.56) (101.2) (5.86)

61.39

(6.26)

132.39 58.35 8.65 67.47

(1,350) (5.95) (88.2) (6.88)

61.29

(6.25)

第3.5－1表(2)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物基礎地盤・その２）

供 試 体 力　　学　　試　　験 物 理 試 験

真比重
吸水率

(％)

間隙率

(％)

ボー
リ

ング
No.

No.
深　　度

(ｍ) 静的
ポア

ソン比

密　度

(g/cm
3
)

Ｐ　波
(m/sec)

Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポア

ソン比

岩　質

一　軸　圧　縮　試　験 超　　音　　波　　試　　験

22 106.1

306

21 －2.45 4,390 2,010 0.37 － －105.1 凝灰岩 － － － －105.0 -

-

23 107.0

0.32 － － －106.32 凝灰質頁岩 0.28 2.66 5,340 2,760

0.97 2.53－ － － － － 2.72- 107.16 〃 － － －

25 125.0 -

24 4,720 2,190 0.36 2.70 1.50 3.87115.3 - 115.55 黒色頁岩 0.17 2.58

－2.62 4,970 2,370 0.35 － －125.1 〃 － － － －

27

－ － －ドレライト －

－ －0.11 2.59 4,430 1,960 0.38 －26 131.45 - 131.7 凝灰岩

4,610 2,100 0.37 － － －134.0 - 134.15 〃 0.20 2.68

146.0 － －

4,560 2,210 0.35

－ － － －－

28 145.0 - 145.1 － － － 2.75

29 - 146.26 〃 0.26 －

30 154.1 -

7.55－ － － － 2.91 2.87- 159.7

0.34 2.89 1.87 5.00154.55 〃 0.21 2.73 4,660 2,270

〃 0.21 － －

33 175.5 - 175.65

－32 165.1

－ －

31 159.4

－－ 2.69 4,880 2,450 0.33 －- 165.2 〃 － － －

－〃 0.19 2.75 5,130 2,440 0.35

0.73 2.02－ － － － － 2.8734 180.1 - 180.36 〃 0.27

－ －〃 － － － － 2.7935 184.5 - 184.6

36 190.5 - 190.7 〃

5,490 2,600 0.36 －

－ － －0.28 － － － － －

38 195.0

－－ － － － － －190.76 〃 － － － －37 190.71 -

2,730 0.34 2.96 7.50 2.15- 195.55 〃 0.21 2.87 5,590

205.0 - 205.1 〃 － －

215.65

39 －

- 215.8 〃 0.2440

－ －－ － 2.82 5,670 2,860 0.33

2.632.76 5,470 2,920 0.30 2.86 9.52

－2.85 5,680 3,010 0.30 － －

41 225.6 - 225.75 〃 － － － －
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引張
試験

一軸圧
縮強度

(N/mm
２
)

静弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

引　張
強　度

(N/mm
2
)

動弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

(kg/cm
2
)

(×10
5

kg/cm
2
)
(kg/cm

2
)

(×10
5

kg/cm
2
)

56.39 26.67 6.12 16.57

(575) (2.72) (62.4) (1.69)

60.61 32.66 7.88 19.32

(618) (3.33) (80.4) (1.97)

41.97 30.20 5.23 16.18

(428) (3.08) (53.3) (1.65)

18.93

(1.93)

31.38 7.26 3.85 16.57

(320) (0.74) (39.3) (1.69)

21.08

(2.15)

182.40 41.78 18.48 36.87

(1,860) (4.26) (188.4) (3.76)

32.66

(3.33)

69.63 28.54 7.08 24.71

(710) (2.91) (72.2) (2.52)

28.24

(2.88)

148.08 31.38 12.15 39.23

(1,510) (3.20) (123.9) (4.00)

24.32

(2.48)

49.52 17.85 5.57 20.89

(505) (1.82) (56.8) (2.13)

38.64

(3.94)

83.85 19.02 9.87 24.61

(855) (1.94) (100.6) (2.51)

31.77

(3.24)

43.93 15.30 8.91 27.16

(448) (1.56) (90.9) (2.77)

33.15 10.49 1.95 36.28

(338) (1.07) (19.9) (3.70)

32.36 11.96 5.75 33.44

(330) (1.22) (58.6) (3.41)

3.84 9.37

2

第3.5－1表(3)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物基礎地盤・その３）

供 試 体 力　　学　　試　　験 物 理 試 験

一　軸　圧　縮　試　験 超　　音　　波　　試　　験

23.75 - 24.85 黒色頁岩 0.21

3,530 1,530 0.38 2.810.27 2.561 18.65 - 19.4

ボー
リ

ング
No.

No.
深　　度

(ｍ)
岩　質 真比重

吸水率

(％)

間隙率

(％)
静的
ポア

ソン比

密　度

(g/cm
3
)

Ｐ　波
(m/sec)

Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポア

ソン比

凝灰角礫岩

2.42 5.91

4 34.6 - 34.65 〃 － － － － 2.54 3,740 1,640 0.38 2.73

2.49 4,220 1,510 0.43 2.663 29.75 -

6 44.8 - 44.9 黒色頁岩

0.2629.95 〃

－ －

2.44 6.16

5 38.6 - 38.85 凝灰角礫岩 0.16 2.31 3,710 1,610 0.38 2.71 6.90 15.44

－

7 49.4 - 49.55 〃 0.19 2.52 4,820 2,330 0.35 － － －

3,890 1,720 0.38 － －－ － 2.58

－ － － － 2.588 54.3 - 54.4 〃

10 65.65 - 65.75 〃

－

9 60.1 - 60.35 〃 0.18 2.54 3,530 1,950 0.28 2.69 1.52 3.88

4,540 2,160 0.35 － －

－

11 68.5 - 68.65 〃 0.22 2.56 4,680 2,410 0.32 － － －

3,820 2,060 0.29 － －－ － － － 2.57

－ － － － 2.4012 75.0 - 75.1 凝灰岩

13 79.8 - 80.0 〃 0.21 2.38 3,780 1,800

－ － － － 2.5614 85.9 - 86.0 黒色頁岩

15 90.3 - 90.45 凝灰岩 0.20 2.39 3,860 1,970

2,280 0.32 － － －

〃105.35-105.2

19 107.8 - 107.95 〃 0.23 2.43 4,450

18

17 99.25 - 99.4 〃 0.15 2.40 4,120

－ － － － 2.4116 94.85 - 94.95 凝灰角礫岩

2,060 0.33

－

0.35 2.71 4.26 10.12

3,800 1,960

3,960

－

0.32 － － －

4,650 2,390 0.32 － －

0.32 － －

308

0.15 2.48 －－－0.312,3604,530

－ － －

－－－

2.47 4,470 1,660 0.42 2.77 4.50 10.79

2,300 0.25
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引張
試験

一軸圧
縮強度

(N/mm
２
)

静弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

引　張
強　度

(N/mm
2
)

動弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

(kg/cm
2
)

(×10
5

kg/cm
2
)
(kg/cm

2
)

(×10
5

kg/cm
2
)

91.20 49.03 9.43 21.08

(930) (5.00) (96.2) (2.15)

55.90 23.83 5.41 19.02

(570) (2.43) (55.2) (1.94)

54.72 19.32 10.10 28.44

(558) (1.97) (103.0) (2.90)

42.17 52.56 5.91 25.40

(430) (5.36) (60.3) (2.59)

96.60 37.17 16.77 28.54

(985) (3.79) (171.0) (2.91)

25.01

(2.55)

117.68 38.74 6.85 22.95

(1,200) (3.95) (69.8) (2.34)

40.80

(4.16)

73.55 34.32 14.82 27.26

(750) (3.50) (151.1) (2.78)

24.61

(2.51)

40.70 22.85 4.04 33.34

(415) (2.33) (41.2) (3.40)

27.46

(2.80)

180.44 42.66 11.88 29.71

(1,840) (4.35) (121.1) (3.03)

25.79

(2.63)

76.49 34.52 6.36 24.32

(780) (3.52) (64.9) (2.48)

37.95

(3.87)

77.67 23.05 8.34 36.87

(792) (2.35) (85.0) (3.76)

41.09

(4.19)

70.12 29.03 4.09 29.91

(715) (2.96) (41.7) (3.05)

密　度

(g/cm
3
)

Ｐ　波
(m/sec)

Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポア

ソン比

岩　質

一　軸　圧　縮　試　験 超　　音　　波　　試　　験

第3.5－1表(4)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物基礎地盤・その４）

供 試 体 力　　学　　試　　験 物 理 試 験

真比重
吸水率

(％)

間隙率

(％)

309

1 14.55 -

2

ボー
リ

ング
No.

No.
深　　度

(ｍ) 静的
ポア

ソン比

17.4 -

4 30.05

3 25.3

－

10

9

60.4 - 60.5 〃

11

－

0.43 2.76 2.45 6.1314.95 凝灰岩 0.25 2.55 4,770 1,700

0.33 2.70 1.43 3.6617.65 黒色頁岩 0.18 2.59 3,300 1,660

3.572.56

- 30.25

4.00 9.560.21 2.44 3,490 2,260 0.14 2.71- 25.5 凝灰質頁岩

2.72 1.50 3.87黒色頁岩 0.18 2.57 5,140 1,860 0.42

4,750 2,000 0.40 2.69 1.405 30.65 - 30.9 〃 0.21

－6 42.2 - 42.3 〃 － － － 1,940 0.31 － － －2.54 3,690

2.62 2.67 6.522.46 3,970 1,850 0.36凝灰質頁岩 0.217 46.25 - 46.7

8 50.8 - －

1,960 0.39 2.70 1.17 3.03- 56.55 〃 0.26 2.55 4,610

－2.59 4,970 2,420 0.34 － －50.9 黒色頁岩 － －

－2.58 4,150

56.35

－ － － － －－ － 2.55 3,910 1,890 0.35

2,230 0.30 － －67.5 - 67.9 〃 0.18

－ － －12 70.65 - 70.75 〃 1,980 0.37 － － －2.55 4,370

2.67 1.65 4.192.56 4,650 2,050 0.38

－ －

〃 0.2213 75.55 - 75.75

14 80.75 -

16

－

1,880 0.34 － － －- 86.25 黒色頁岩 0.20 2.56 3,85015

－2.49 4,060 1,960 0.35 － －80.85 凝灰岩 －

90.3 - 90.4 凝灰岩

9.762.43 4,550

86.1

－ － － － －－ － 2.55 4,660 2,370 0.33

2,410 0.31 2.69 4.1517 95.6 - 96.0 〃 0.19

19

3.43 8.23－ 2.47 4,780 2,520 0.31 2.65- 100.9 凝灰角礫岩 － － －18 100.8

4,430 2,130 0.35 － － －104.6 - 104.75 〃 0.14 2.44
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引張
試験

一軸圧
縮強度

(N/mm
２
)

静弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

引　張
強　度

(N/mm
2
)

動弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

(kg/cm
2
)

(×10
5

kg/cm
2
)
(kg/cm

2
)

(×10
5

kg/cm
2
)

49.03 10.40 3.83 24.81

(500) (1.06) (39.1) (2.53)

53.74 20.01 7.91 24.03

(548) (2.04) (80.7) (2.45)

49.03 23.05 8.24 25.69

(500) (2.35) (84.0) (2.62)

122.09 39.23 8.10 25.11

(1,245) (4.00) (82.6) (2.56)

172.60 56.00 13.16 31.58

(1,760) (5.71) (134.2) (3.22)

25.11

(2.56)

47.56 60.02 10.24 30.20

(485) (6.12) (104.4) (3.08)

28.05

(2.86)

174.56 54.52 10.11 32.66

(1,780) (5.56) (103.1) (3.33)

27.65

(2.82)

87.08 23.34 9.71 23.54

(888) (2.38) (99.0) (2.40)

37.76 14.51 5.37 25.60

(385) (1.48) (54.8) (2.61)

24.03

(2.45)

43.35 45.11 10.82 30.69

(442) (4.60) (110.3) (3.13)

22.65

(2.31)

101.99 32.85 7.64 34.42

(1,040) (3.35) (77.9) (3.51)

27.85

(2.84)

25.01

(2.55)

72.57 17.55 8.03 30.20

(740) (1.79) (81.9) (3.08)

53.45 20.10 4.32 36.68

(545) (2.05) (44.1) (3.74)

第3.5－1表(5)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物基礎地盤・その５）
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供 試 体 力　　学　　試　　験 物 理 試 験

一　軸　圧　縮　試　験 超　　音　　波　　試　　験

ボー
リ

ング
No.

No.

〃(凝灰
岩との細互

層)

凝灰岩11.4－11.051 7.49

深　　度
(ｍ)

岩　質 真比重
吸水率

(％)

間隙率

(％)
静的
ポア

ソン比

密　度

(g/cm
3
)

Ｐ　波
(m/sec)

－15.652

2.500.18

8.633.572.690.301,9103,6002.520.15

3.002.760.281,9703,560

Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポア

ソン比

〃21.05 9.663.952.780.262,000

〃15.85

5 28.3 － 28.5 凝灰岩

－20.53

4.911.922.720.401,8804,5502.540.23凝灰質頁岩24.7－23.854

3,5102.550.20

－ －－－0.381,930

0.18 6.592.672.650.392,1105,0402.54

9

6

－－－0.372,0604,6402.580.16黒色頁岩41.45－40.27

－〃34.7－34.6 4,4102.44－－

8 45.5 － 0.381,9804,5602.58－－－－〃45.6

0.22

55.1 4,8702.56－－－

－－－

5.922.382.70凝灰岩50.4－50.2

－ 7.002.712.69－－

0.392,1605,0202.52

10

－－－0.321,8803,6702.520.16凝灰質頁岩60.0－59.6511

－黒色頁岩55.2－ －－－0.401,960

64.3012

3.641.432.700.321,9403,7602.580.28〃67.45－67.1513

－－黒色頁岩64.35－ －－－－

3,9202.56－－－ －－－0.351,86014

79.45－79.315

－〃75.4－75.3

－85.0

4,3102.590.20

－－－0.331,8703,6902.44－－－

－－－0.342,100

－－ －－－0.372,010

16

6.882.792.710.352,2104,6502.600.21凝灰角礫岩88.2－88.017

－凝灰岩85.1

18

－－－0.361,9604,2902.38－－－－〃99.1－99.0

－凝灰岩94.75－94.65 4,4102.52－

0.20 －－－0.352,1704,5302.37

19

凝灰角礫岩105.15－105.020

－108.721 4,5202.490.22〃109.0 －－－0.312,370
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引張
試験

一軸圧
縮強度

(N/mm
２
)

静弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

引　張
強　度

(N/mm
2
)

動弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

(kg/cm
2
)

(×10
5

kg/cm
2
)
(kg/cm

2
)

(×10
5

kg/cm
2
)

69.14 38.25 8.52 36.87

(705) (3.90) (86.9) (3.76)

3.72 32.07

(37.9) (3.27)

35.30 10.30 8.25 20.79

(360) (1.05) (84.1) (2.12)

124.54 44.13 9.64 36.77

(1,270) (4.50) (98.3) (3.75)

46.29 19.61 9.24 30.01

(472) (2.00) (94.2) (3.06)

133.86 46.09 9.07 31.58

(1,365) (4.70) (92.5) (3.22)

25.01

(2.55)

191.82 42.86 13.25 36.87

(1,956) (4.37) (135.1) (3.76)

32.36

(3.30)

207.90 55.41 12.80 43.54

(2,120) (5.65) (130.5) (4.44)

51.88

(5.29)

190.25 37.46 16.00 50.90

(1,940) (3.82) (163.2) (5.19)

34.91

(3.56)

56.09 20.89 7.35 27.36

(572) (2.13) (74.9) (2.79)

24.61

(2.51)

58.06 24.52 10.17 29.42

(592) (2.50) (103.7) (3.00)

31.48

(3.21)

63.74 22.06 9.77 24.22

(650) (2.25) (99.6) (2.47)

28.15

(2.87)

25.01 24.52 2.86 34.72

(255) (2.50) (29.2) (3.54)

35.30

(3.60)

50.80 23.63 8.34 40.11

(518) (2.41) (85.0) (4.09)

42.17 17.85 6.23 36.09

(430) (1.82) (63.5) (3.68)

42.76

(4.36)

40.40 31.68 5.70 33.64

(412) (3.23) (58.1) (3.43)

153.77 83.36 9.16 42.17

(1,568) (8.50) (93.4) (4.30)

39.13

(3.99)

56.98 45.60 10.32 59.53

(581) (4.65) (105.2) (6.07)

64.72

(6.60)

49.03 19.22 4.58 66.98

(500) (1.96) (46.7) (6.83)

78.06

(7.96)

第3.5－1表(6)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物基礎地盤・その６）

316

供 試 体 力　　学　　試　　験 物 理 試 験

一　軸　圧　縮　試　験 超　　音　　波　　試　　験

ボー
リ

ング
No.

No.
深　　度

(ｍ)
岩　質 真比重

吸水率

(％)

間隙率

(％)
静的
ポア

ソン比

密　度

(g/cm
3
)

Ｐ　波
(m/sec)

Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポア

ソン比

1 3.711.462.680.312,3304,4802.580.19黒色頁岩18.3－18.05

4,5802.57－－ － 5.682.232.720.362,140

凝灰岩26.60－26.3 6.012.362.763

〃20.85－20.72

0.372,280

0.16 0.351,7603,6602.49

－30.74 30.9

3.411.332.680.372,1004,5902.490.16黒色頁岩

－－－

6 38.0 4.851.912.700.372,1204,6302.570.26〃38.45－

31.55－31.35

4,9502.590.20〃

3,8002.53－－－ －－－0.331,930

－－－0.362,150

7

－－－0.342,3904,8402.410.22凝灰質頁岩47.7－47.558

－〃42.95－42.85

9

2.881.122.700.312,6405,0002.390.20〃57.3－57.010

－黒色頁岩53.15－53.05 4,6302.57－－－

5,1502.59－－－ －－－0.292,780

－－－0.262,340

11

－－－0.202,8604,6502.600.22〃67.4－67.2512

－〃63.75－63.65

13

5.031.982.700.331,9903,9802.590.17黒色頁岩78.75－78.5514

－凝灰岩73.4－73.3 4,1002.53－－－

3,8302.57－－－ －－－0.341,890

－－－0.312,140

15

－－－0.342,0604,2202.580.15〃88.6－88.416

－〃80.15－80.1

17

8.923.692.660.291,9503,6002.460.19凝灰角礫岩98.2－98.018

－〃93.8－93.7 4,0602.63－－－

－103.3 3,9802.42－－－ －－－0.242,110

－－ －－－0.312,360

19

－－－0.322,2604,4102.570.16黒色頁岩107.65－107.520

－〃103.4

0.332,290

21

3.711.462.690.312,4304,6702.580.16黒色頁岩129.65－129.422

－凝灰角礫岩118.1－118.0 4,5202.41－

－148.723

－－－0.312,4904,7402.63－－－－〃158.6

4,5902.580.18〃148.85 －－－

0.292,530

－158.524

－－－0.372,1604,8002.620.19〃161.15－161.025

－165.426 4.411.722.684,6902.540.09凝灰岩166.05

4,9602.54－－

0.10ドレライト

29 5,1102.72

－－黒色頁岩178.5－178.427

188.6－188.4528

－－－0.352,390

〃199.35－199.25 －－－0.193,160－－－

－－－0.292,8805,3002.78

－－〃

5.321.972.870.293,1005,6902.700.20〃

－－－0.243,3605,7302.79－－

208.8－208.330

－

218.8－218.731
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一軸圧
縮強度

(N/mm２)

静弾性
係　数

(×103

N/mm2)

引　張
強　度

(N/mm2)

動弾性
係　数

(×103

N/mm2)
No.

(kg/cm2)
(×105

kg/cm2)
(kg/cm2)

(×105

kg/cm2)

79.24 32.26 8.82 30.11

(808) (3.29) (89.9) (3.07)

110.72 31.87 10.35 29.42

(1,129) (3.25) (105.5) (3.00)

82.57 30.01 9.03 26.67

(842) (3.06) (92.1) (2.72)

57.37 18.83 5.99 29.42

(585) (1.92) (61.1) (3.00)

91.59 40.60 9.01 56.09

(934) (4.14) (91.9) (5.72)

82.47 30.89 8.69 31.87

(841) (3.15) (88.6) (3.25)

第3.5－1表(7)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物基礎地盤・その７）

試験

個数

密　度

(g/cm3)

Ｐ　波
(m/sec)

Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポアソ
ン比

試験

個数
真比重

力　　　学　　　試　　　験 物　　　　　理　　　　　試　　　　　験供　　試　　体

ボ
ー

リ
ン
グ

一　軸　圧　縮　試　験
引　張
試　験

超　　音　　波　　試　　験

岩　　質
吸水率

(％)

間隙率

(％)
試験

個数

静的
ポアソ
ン比

試験

個数

（岩質別平均値）

306
308
309
310
316

黒色頁岩 30 0.19 32

凝灰角礫岩 11 0.18 11

凝灰質頁岩 10 0.20 10

凝灰岩 18 0.18 18

ドレライト 10 0.22 10

平　均 計79 0.19

56 2.56 4,351 2,072 0.35 23 2.70 1.83 4.62

10 2.48 4,289 2,094 0.33 6 2.69 3.06 7.38

29 2.48 4,173 1,986 0.35 12 2.72 2.89 7.11

16 2.45 4,181 2,114 0.32 6 2.71 4.06 9.64

13 2.77 5,305 2,768 0.31 6 2.89 4.08 4.11

6.01計81 計124 4,3832.54 2,132 0.34 計53 2.72 2.72
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試 掘 坑 名

岩
　

質
地

　
層

に
対

す
る

方
向

試
験

個
数

試
験

個
数

試
験

個
数

密
　

度

(
g
/
c
m
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Ｐ
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(
m
/
s
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Ｓ
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％
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引張
試験

一軸圧
縮強度

(N/mm
２
)

静弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

引　張
強　度

(N/mm
2
)

動弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

(kg/cm
2
)

(×10
5

kg/cm
2
)
(kg/cm

2
)

(×10
5

kg/cm
2
)

6.78 20.99

(69.1) (2.14)

4.82 12.45

(49.2) (1.27)

10.37 11.28

(105.7) (1.15)

84.14 15.59 3.23 18.83

(858) (1.59) (32.9) (1.92)

43.05 29.62 3.70 24.52

(439) (3.02) (37.7) (2.50)

24.22

(2.47)

152.98 35.01 9.58 21.57

(1,560) (3.57) (97.7) (2.20)

22.56

(2.30)

32.36 8.63 3.85 22.26

(330) (0.88) (39.3) (2.27)

19.61

(2.00)

43.15 16.57 2.27 21.18

(440) (1.69) (23.1) (2.16)

23.54

(2.40)

102.97 17.16 7.94 25.89

(1,050) (1.75) (81.0) (2.64)

20.30

(2.07)

24.52 8.92 3.46 29.42

(250) (0.91) (35.3) (3.00)

62.27 20.89 5.85 34.23

(635) (2.13) (59.7) (3.49)

26.38

(2.69)

36.28 10.59 4.14 36.48

(370) (1.08) (42.2) (3.72)

38.25

(3.90)

64.82 55.31 6.55 50.60

(661) (5.64) (66.8) (5.16)

64.23 35.70 34.91

(655) (3.64) (3.56)

51.78 21.48 13.49 30.89

(528) (2.19) (137.6) (3.15)

29.13

(2.97)

36.28 43.15 3.70 43.35

(370) (4.40) (37.7) (4.42)

144.65 202.02 7.95 37.85

(1,475) (20.6) (81.1) (3.86)

19.95

(203.4)

122.19 45.50 10.61 35.30

(1,246) (4.64) (108.2) (3.60)

50.80

(5.18)

第3.5－1表(9)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物西側切取斜面・その１）

供 試 体 力　　学　　試　　験

一　軸　圧　縮　試　験

ボー
リ

ング
No.

No.
深　　度

(ｍ)
岩　質 静的

ポア
ソン比

物 理 試 験

超　　音　　波　　試　　験

密　度

(g/cm
3
)

Ｐ　波
(m/sec)

Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポア

ソン比

吸水率

(％)
真比重

間隙率

(％)

1,790

324

1

2

10

13

14

19

21

27

11

15

20

26

4

16

5

―――黒色頁岩22.05

6 36.5

11.95

1,7203,6302.35

黒色頁岩12.5－11.75

―――凝灰岩15.6－15.5

3,5502.47――― 11.194.812.690.33

9.662.680.391,3003,0202.41

17.198.192.660.341,4502,9602.21

11.424.922.67

－21.93

〃53.4－53.2

凝灰角礫岩49.5－49.4

凝灰質頁岩41.0－40.55

黒色頁岩

26.85

9

8

7

21.11

30.3－28.5

―

0.14 2.71

凝灰質頁岩

――0.371,810

3,6802.54―― ―0.321,90036.6

5.19

0.16

27.4－

凝灰岩

―

0.311,8803,6302.42――――

3,9602.400.16

－

0.35

3,7502.40

0.19

2.45 4,080 1,920

62.2

―――0.301,7903,3702.35―――〃54.95－54.85

〃62.45 0.12 ―――0.301,880

―――

――

12.365.382.650.34

―

1,860

0.36

―――0.341,800

64.8

―〃76.5

8.173.442.650.302,0303,8202.410.29凝灰角礫岩

―

―――0.271,9903,5902.33――

3,4902.31

－

－

64.712

70.5－70.3

――凝灰岩

2,3104,1502.510.20〃

－76.4 3,6602.33―――

80.5

3,8902.450.20〃80.15 0.272,170－80.0 ―――

80.65

－ 2,1303,8902.26―― ―――0.2984.1

－ ―――0.28

―――0.302,410

84.017

8.453.492.700.262,3904,2102.530.25〃90.35－90.118

――〃

―黒色頁岩94.95－94.85 4,5102.53―――

99.2

5,1602.600.19凝灰質頁岩97.51

―――0.352,2504,6302.56―0.13

0.312,730－97.25 5.442.182.68

6.482.612.680.262,200凝灰質頁岩

凝灰岩

130.71－

99.3－

103.36

－104.323

3,8902.520.11

―― 4,4702.37――

22

0.332,530

―――0.362,110〃104.4

－108.824

―――0.322,4404,7302.410.19凝灰岩111.5－111.3525

4,9802.550.22黒色頁岩109.2 ―――

9.123.82――――〃 2.68――――

－112.0 0.232,4304,1002.43

111.8－111.7

―――

―――

0.18〃112.13

－115.528 ―――黒色頁岩115.6 0.322,6605,1202.73―
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引張
試験

一軸圧
縮強度

(N/mm
２
)

静弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

引　張
強　度

(N/mm
2
)

動弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

(kg/cm
2
)

(×10
5

kg/cm
2
)
(kg/cm

2
)

(×10
5

kg/cm
2
)

9.09

(92.7)

134.25 35.21 19.38 37.66

(1,369) (3.59) (197.6) (3.84)

138.57 33.44 15.32

(1,413) (3.41) (156.2)

134.25 49.03 9.77 48.15

(1,369) (5.00) (99.6) (4.91)

80.81 22.06 11.09 20.89

(824) (2.25) (113.1) (2.13)

引張
試験

一軸圧
縮強度

(N/mm
２
)

静弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

引　張
強　度

(N/mm
2
)

動弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

(kg/cm
2
)

(×10
5

kg/cm
2
)
(kg/cm

2
)

(×10
5

kg/cm
2
)

197.21 46.68 53.15

(2,011) (4.76) (5.42)

210.06 33.93 15.47 36.77

(2,142) (3.46) (157.8) (3.75)

181.62 41.48 24.15 44.52

(1,852) (4.23) (246.3) (4.54)

201.04 39.81

(2,050) (4.06)

190.35 45.70 17.74 46.39

(1,941) (4.66) (180.9) (4.73)

140.14 46.29 2.57 51.09

(1,429) (4.72) (26.2) (5.21)

5.06

(51.6)

86.40 31.87 32.26

(881) (3.25) (3.29)

122.58 23.05

(1,250) (2.35)

96.79 31.19 7.17

(987) (3.18) (73.1)

11.054.982.520.312,260

13.61

－－－

5.752.67－－

－

－－－－－－－－

－－－－－9

0.14〃91.86-91.7110

0.17凝灰角礫岩91.70-91.6

〃66.35-66.18

－－－

－0.08 4,3102.41

－

-49.86

－－－〃54.71-54.357

密　度

(g/cm
3
)

4,9702.470.17〃49.90

38.714

－－－0.272,7204,8802.460.20凝灰岩49.66-49.505

－－－

2,880

43.96-

〃38.39 －－－0.252,700

4,1902.430.15〃36.20 －－－0.232,480

4,6802.440.14

－

－－－－－

－－－0.24

3,0802.440.09 －－－0.201,890凝灰岩

－－－0.282,7404,9802.500.16凝灰質頁岩

1 －－－－凝灰質頁岩

43.85

4 41.70-41.54

－－－－0.19凝灰岩31.22-31.06

第3.5－1表(10)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物西側切取斜面・その２）

2 〃30.71-30.5 7.142.952.630.272,4704,3702.440.15

供　　　　試　　　　体 力　　学　　試　　験 物　　　　　理　　　　　試　　　　　験

一　軸　圧　縮　試　験 超　　音　　波　　試　　験

－21.55 －－21.82

第3.5－1表(11)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物西側切取斜面・その３）

ボー
リ

ング
No.

No.
深　　度

(ｍ)
岩　質 真比重

吸水率

(％)

間隙率

(％)
静的
ポア

ソン比

密　度

(g/cm
3
)

Ｐ　波
(m/sec)

Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポア

ソン比

319

4.981.992.62－-

3 －－－－

38.233

深　　度
(ｍ)

岩　質

1

-35.742

〃38.81-

No.

凝灰質頁岩32.87-32.71

力　　学　　試　　験 物　　　　　理　　　　　試　　　　　験

一　軸　圧　縮　試　験 超　　音　　波　　試　　験

真比重
吸水率

(％)

間隙率

(％)
静的
ポア

ソン比

-

供　　　　試　　　　体

ボー
リ

ング
No.

Ｐ　波
(m/sec)

Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポア

ソン比

328

6.502.682.660.262,9305,1502.460.11

0.18
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引張
試験

一軸圧
縮強度

(N/mm
２
)

静弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

引　張
強　度

(N/mm
2
)

動弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

(kg/cm
2
)

(×10
5

kg/cm
2
)
(kg/cm

2
)

(×10
5

kg/cm
2
)

48.44 11.18 4.08 14.22

(494) (1.14) (41.6) (1.45)

5.05

(51.5)

209.18 40.89 14.84 46.09

(2,133) (4.17) (151.3) (4.70)

140.24 41.48 14.13 42.86

(1,430) (4.23) (144.1) (4.37)

99.05 30.20 38.44

(1,010) (3.08) (3.92)

219.28 39.23 27.26

(2,236) (4.00) (2.78)

45.70

(4.66)

98.65 18.83 18.34

(1,006) (1.92) (1.87)

15.75

(160.6)

136.61 27.36 4.82 29.42

(1,393) (2.79) (49.1) (3.00)

185.25 28.93 37.85

(1,889) (2.95) (3.86)

199.07 26.09 12.03 36.09

(2,030) (2.66) (122.7) (3.68)

56.00 16.48 23.14

(571) (1.68) (2.36)

106.50 27.26 10.39 32.56

(1,086) (2.78) (105.9) (3.32)

157.59 30.69 11.21

(1,607) (3.13) (114.3)
17

－

-98.0616

－－－－－－－－0.20〃100.22-100.06

4,0602.530.21〃98.27 －－－0.282,240

14 － －－

－0.16〃96.92-96.5215 5.052.032.640.321,890

0.20〃96.32-96.04 0.262,3804,1502.54

3,7102.44

-91.2713 －－－0.282,4004,3702.56

4,070

－0.21〃91.37

－－－0.322,100

11

2.530.21黒色頁岩89.18-89.0712

－〃85.95-85.85 5.80

2.721.072.65－

－

-84.810

2.66 2.29

－－－－

－－－－－－－

－－－凝灰岩85.06

9 －－－0.291,6703,0802.55－0.17〃83.63-83.53

8 6.702.692.620.272,6204,6902.61－黒色頁岩82.83-82.02

4,0602.460.30

－－－

－－－0.332,040

6

凝灰岩79.46-79.367

0.16〃78.72-78.62 0.312,3804,5602.58－

－－－

－－－

4

0.292,5304,6702.590.18〃75.45-75.295

4,8502.600.19〃74.94 －－－0.292,620

黒色頁岩63.5-62.8

-74.72

－－－

－凝灰岩 2.66－

5.302.082.64－－－－－－

－－－

329

－－－0.261,5302,7102.390.17凝灰角礫岩46.35-46.141

10.674.46

3

59.1-58.92 －－－

供　　　　試　　　　体 力　　学　　試　　験 物　　　　　理　　　　　試　　　　　験

一　軸　圧　縮　試　験 超　　音　　波　　試　　験

第3.5－1表(12)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物西側切取斜面・その４）

ボー
リ

ング
No.

Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポア

ソン比

真比重
吸水率

(％)

間隙率

(％)
No.

深　　度
(ｍ) 静的

ポア
ソン比

密　度

(g/cm
3
)

Ｐ　波
(m/sec)

岩　質
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一軸圧
縮強度

(N/mm
２
)

静弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

引　張
強　度

(N/mm
2
)

動弾性
係　数

(×10
3

N/mm
2
)

No.
(kg/cm

2
)

(×10
5

kg/cm
2
)

(kg/cm
2
)

(×10
5

kg/cm
2
)

129.45 30.11 9.81 33.73

(1,320) (3.07) (100.0) (3.44)

141.22 37.36 12.30 37.17

(1,440) (3.81) (125.4) (3.79)

122.98 34.91 9.96 31.48

(1,254) (3.56) (101.6) (3.21)

63.25 16.48 4.84 24.81

(645) (1.68) (49.4) (2.53)

115.91 30.11 9.40 31.87

(1,182) (3.07) (95.9) (3.25)

9

2,2064,126

9.203.942.66計220.300.18計40 2,1954,1152.46計48計38

3,6881180.19 9.664.102.6730.301,979

9.82

2.421112 10.264.472.6580.29

6.992.892.6660.29

4.252.65

密　度

(g/cm
3
)

50.31

供　　試　　体 力　　　学　　　試　　　験

ボ
ー

リ
ン
グ

一　軸　圧　縮　試　験
引　張
試　験

Ｐ　波
(m/sec)

試験

個数

静的
ポアソ
ン比

試験

個数

超　　音　　波　　試　　験

90.19

第3.5－1表(13)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物西側切取斜面・その５）

岩　　質

324
319
328
329

黒色頁岩

凝灰質頁岩

凝灰岩

凝灰角礫岩

物　　　　　理　　　　　試　　　　　験

試験

個数
真比重

吸水率

(％)

間隙率

(％)Ｓ　波
(m/sec)

動的
ポアソ
ン比

試験

個数

（岩質別平均値）

平　均

2,2144,1922.551611

2,3894,4482.471090.1510

0.1710

2.40
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(盛土材）

竪　坑
番　号

深　　さ
(ｍ)

乾　　燥
γｄ

自　　然
γｔ

飽　　和
γsat

1 － 2 － 7.1 1.85 1.98 2.17 0.45

3 － 4 2.686 11.9 1.81 2.03 2.15 0.48

5 － 6 － 11.0 1.96 2.18 2.25 0.37

7 － 8 2.670 14.4 1.92 2.20 2.22 0.40

9 － 10 － 11.0 1.93 2.14 2.22 0.39

1 － 2 2.691 6.8 1.67 1.78 2.06 0.61

3 － 4 2.685 11.0 1.98 2.20 2.26 0.36

5 － 6 － 15.4 1.94 2.24 2.23 0.38

7 － 8 － 11.7 2.43 2.71 2.55 0.10

9 － 10 2.706 12.1 1.93 2.16 2.22 0.39

1 － 2 － 6.5 1.84 1.96 2.16 0.46

3 － 4 2.700 11.4 1.89 2.11 2.20 0.42

5 － 6 2.656 10.7 1.88 2.08 2.20 0.43

7 － 8 － 12.8 1.86 2.10 2.18 0.44

9 － 10 2.694 14.9 1.81 2.08 2.15 0.48

1 － 2 2.683 7.6 1.71 1.84 2.08 0.57

3 － 4 － 8.5 2.12 2.30 2.34 0.27

5 － 6 2.669 14.2 1.82 2.08 2.16 0.47

2.684 11.0 1.91 2.12 2.21 0.42

0.015 2.8 0.16 0.19 0.10 0.11

第3.5－1表(14)　岩石試験結果一覧表（原子炉建物南側盛土斜面）

平　　　　　均

標 準 偏 差

比　重

Ｇｓ

密　　度(g/cm
3
)

間 隙 比

ｅ

試　験　番　号
含水比

ｗ
（％）

ＶＡ

ＶＢ

ＶＣ

ＶＤ
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軸圧

(N/mm
2
)

側圧

(N/mm
2
)

弾性係数

(×10
3　　

N/mm
2
)

(kg/cm
2
) (kg/cm

2
) (×10

4 
kg/cm

2
)

310 21.00 ～ 21.10 152.49 4.90 41.48 0.14
(1,555) (50) (42.3)

306 21.10 ～ 21.20 119.54 4.90 37.76 0.15
(1,219) (50) (38.5)

310 15.80 ～ 15.90 163.97 9.81 37.95 0.10
(1,672) (100) (38.7)

〃 20.70 ～ 20.80 258.99 14.71 32.66 0.16
(2,641) (150) (33.3)

〃 21.20 ～ 21.30 300.28 24.52 39.72 0.16
(3,062) (250) (40.5)

306 21.50 ～ 21.60 177.40 29.42 22.56 0.15
(1,809) (300) (23.0)

310 20.80 ～ 20.90 342.15 39.23 35.21 0.13
(3,489) (400) (35.9)

310 34.30 ～ 34.40 258.11 9.32 35.89 0.15
(2,632) (95) (36.6)

〃 34.40 ～ 34.50 322.25 18.63 40.01 0.17
(3,286) (190) (40.8)

〃 34.60 ～ 34.70 216.83 24.52 30.69 0.13
(2,211) (250) (31.3)

〃 34.50 ～ 34.60 217.22 27.95 29.91 0.14
(2,215) (285) (30.5)

〃 34.70 ～ 34.80 335.98 37.27 34.62 0.15
(3,426) (380) (35.3)

316 27.40 ～ 27.50 111.01 4.90 24.91 0.12
(1,132) (50) (25.4)

〃 27.20 ～ 27.30 164.65 9.32 23.54 0.15
(1,679) (95) (24.0)

〃 27.10 ～ 27.20 172.20 14.71 22.56 0.21
(1,756) (150) (23.0)

309 14.70 ～ 14.80 170.15 19.61 21.77 0.18
(1,735) (200) (22.2)

316 27.30 ～ 27.40 223.69 24.52 27.26 0.14
(2,281) (250) (27.8)

308 38.40 ～ 38.50 47.86 4.90 44.91 0.23
(488) (50) (45.8)

〃 33.70 ～ 33.80 128.37 9.32 40.60 0.12
(1,309) (95) (41.4)

〃 38.50 ～ 38.60 116.31 19.61 22.65 0.17
(1,186) (200) (23.1)

〃 38.20 ～ 38.30 139.94 24.52 17.46 0.24
(1,427) (250) (17.8)

〃 38.30 ～ 38.40 211.33 27.95 25.60 0.20
(2,155) (285) (26.1)

306 90.60 ～ 90.70 118.27 4.90 17.75 0.29
(1,206) (50) (18.1)

〃 90.50 ～ 90.60 173.38 14.71 24.61 0.10
(1,768) (150) (25.1)

309 100.20 ～ 100.30 191.23 19.61 19.61 0.13
(1,950) (200) (20.0)

306 80.45 ～ 80.55 221.63 24.52 28.83 0.15
(2,260) (250) (29.4)

309 100.30 ～ 100.40 255.56 29.42 25.60 0.13
(2,606) (300) (26.1)

深　　度
(ｍ)

ポアソン比

第3.5－2表(1)　三軸圧縮試験結果一覧表（原子炉建物基礎地盤・その１）

岩　　質

凝
 
 
 
 
 
灰
 
 
 
 
 
岩

凝灰岩

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩
（角礫質の
凝灰岩を
含む）

凝灰岩

凝灰岩

ボーリング
No.
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軸圧

(N/mm
2
)

側圧

(N/mm
2
)

弾性係数

(×10
3　　

N/mm
2
)

(kg/cm
2
) (kg/cm

2
) (×10

4 
kg/cm

2
)

306 25.20 ～ 25.30 104.54 4.90 22.26 0.23
(1,066) (50) (22.7)

〃 25.80 ～ 25.90 187.50 14.71 26.77 0.18
(1,912) (150) (27.3)

〃 43.40 ～ 43.50 289.69 19.61 42.17 0.18
(2,954) (200) (43.0)

〃 24.70 ～ 24.80 197.11 24.52 27.36 0.23
(2,010) (250) (27.9)

316 78.75 ～ 78.85 166.52 4.90 28.93 0.18
(1,698) (50) (29.5)

〃 88.00 ～ 88.10 200.35 9.81 26.48 0.18
(2,043) (100) (27.0)

〃 78.85 ～ 78.95 250.27 14.71 30.30 0.14
(2,552) (150) (30.9)

〃 93.60 ～ 93.70 322.64 24.52 34.03 0.20
(3,290) (250) (34.7)

316 149.40 ～ 149.50 161.03 4.90 23.54 0.13
(1,642) (50) (24.0)

〃 129.00 ～ 129.10 234.67 9.81 33.83 0.19
(2,393) (100) (34.5)

〃 149.30 ～ 149.40 190.84 14.71 26.58 0.15
(1,946) (150) (27.1)

〃 107.70 ～ 107.80 331.07 19.61 35.01 0.17
(3,376) (200) (35.7)

306 115.90 ～ 116.00 163.48 19.61 24.61 0.25
(1,667) (200) (25.1)

316 149.20 ～ 149.30 294.59 24.52 31.77 0.20
(3,004) (250) (32.4)

306 41.20 ～ 41.30 440.91 29.42 18.14 0.14
(4,496) (300) (18.5)

316 47.70 ～ 47.80 211.92 14.71 31.77 0.12
(2,161) (150) (32.4)

306 184.80 ～ 184.90 169.46 4.90 36.77 0.23
(1,728) (50) (37.5)

〃 195.15 ～ 195.25 251.83 9.32 35.30 0.31
(2,568) (95) (36.0)

〃 184.90 ～ 185.00 227.02 14.71 33.64 0.20
(2,315) (150) (34.3)

〃 195.80 ～ 195.90 286.26 18.63 66.88 0.25
(2,919) (190) (68.2)

〃 195.35 ～ 195.45 321.36 24.52 67.18 0.25
(3,277) (250) (68.5)

〃 195.25 ～ 195.35 348.92 27.95 69.82 0.28
(3,558) (285) (71.2)

〃 195.90 ～ 196.00 368.53 37.27 35.01 0.27
(3,758) (380) (35.7)

ドレライト

第3.5－2表(2)　三軸圧縮試験結果一覧表（原子炉建物基礎地盤・その２）

岩　　質
ボーリング

No.
深　　度

(ｍ)
ポアソン比

頁
 
 
 
 
岩

黒色頁岩

黒色頁岩

黒色頁岩

凝灰質頁岩

6－3－156

6－3－156



0～0.98

(N/mm
2
)

0～3.92

(N/mm
2
)

0～9.81

(N/mm
2
)

0.49～0.98

(N/mm
2
)

0.98～3.92

(N/mm
2
)

9.81～σmax

(N/mm
2
)

0～10

(㎏/cm
2
）

0～40

(㎏/cm
2
）

0～100

(㎏/cm
2
）

5～10

(㎏/cm
2
）

10～40

(㎏/cm
2
）

100～σmax

(㎏/cm
2
）

15.92 10.74 9.23 16.14 9.83 8.18 7.14

(16.23) (10.95) (9.41) (16.46) (10.02) (8.34) (7.28)

10.61 12.60 8.71 8.45 9.62 6.36 7.48

(10.82) (12.85) (8.88) (8.62) (9.81) (6.49) (7.63)

14.86 13.22 9.79 11.92 10.46 7.97 7.57

(15.15) (13.48) (9.98) (12.16) (10.67) (8.13) (7.72)

12.93 10.70 9.70 9.17 11.06 7.73 8.68

(13.18) (10.91) (9.89) (9.35) (11.28) (7.88) (8.85)

3.01 3.30 3.70 3.42 3.95 4.20 2.58

(3.07) (3.37) (3.77) (3.49) (4.03) (4.28) (2.63)

4.68 3.69 3.39 2.77 4.77 3.80 2.74

(4.77) (3.76) (3.46) (2.82) (4.86) (3.88) (2.79)

5.56 5.09 4.42 4.09 4.51 4.34 2.51

(5.67) (5.19) (4.51) (4.17) (4.60) (4.43) (2.56)

1.80 2.69 2.04 1.87 3.31 2.94 2.09

(1.84) (2.74) (2.08) (1.91) (3.38) (3.00) (2.13)

3.82 6.44 6.36 6.90 6.75 4.23 4.44

(3.90) (6.57) (6.49) (7.04) (6.88) (4.31) (4.53)

3.00 3.79 4.13 5.65 5.37 4.50 2.46

(3.06) (3.86) (4.21) (5.76) (5.48) (4.59) (2.51)

12.55 10.83 9.29 9.41 9.76 8.53 8.35

(12.80) (11.04) (9.47) (9.60) (9.95) (8.70) (8.51)

10.67 12.69 7.63 10.04 10.51 4.94 6.11

(10.88) (12.94) (7.78) (10.24) (10.72) (5.04) (6.23)

3.74 3.90 4.31 4.23 5.05 5.19 2.67

(3.81) (3.98) (4.39) (4.31) (5.15) (5.29) (2.72)

1.75 2.70 3.02 3.00 5.02 3.33 3.11

(1.78) (2.75) (3.08) (3.06) (5.12) (3.40) (3.17)

4.39 4.27 3.73 4.38 4.42 3.32 2.51

(4.48) (4.35) (3.80) (4.47) (4.51) (3.39) (2.56)

4.19 2.96 2.53 4.63 3.17 2.87 2.03

(4.27) (3.02) (2.58) (4.72) (3.23) (2.93) (2.07)

2.22 1.84 2.03 3.02 2.58 2.37 1.25

(2.26) (1.88) (2.07) (3.08) (2.63) (2.42) (1.27)

1.31 1.84 2.14 1.57 2.71 2.43 1.45

(1.34) (1.88) (2.18) (1.60) (2.76) (2.48) (1.48)

2.51 1.33 1.28 1.27 1.58 1.24 0.76

(2.56) (1.36) (1.31) (1.30) (1.61) (1.26) (0.77)

1.00 1.23 1.65 0.84 2.06 1.96 0.92

(1.02) (1.25) (1.68) (0.86) (2.10) (2.00) (0.94)

2.45 2.32 2.31 2.22 2.82 2.74 1.10

(2.50) (2.37) (2.36) (2.26) (2.88) (2.79) (1.12)

2.29 2.16 1.79 2.00 2.46 1.77 0.91

(2.34) (2.20) (1.83) (2.04) (2.51) (1.80) (0.93)

1.18 2.26 2.83 1.27 3.84 2.91 1.65

(1.20) (2.30) (2.89) (1.29) (3.92) (2.97) (1.68)

5.92 4.19 2.16 3.81 3.35 1.55 1.38

(6.04) (4.27) (2.20) (3.89) (3.42) (1.58) (1.41)

0.43 0.52 0.41 0.40 0.51 0.16 0.29

(0.44) (0.53) (0.42) (0.41) (0.52) (0.16) (0.30)

0.49 0.64 0.70 0.57 0.74 0.65 0.40

(0.50) (0.65) (0.71) (0.58) (0.75) (0.66) (0.41)

0.34 0.53 0.49 0.82 0.36

(0.35) (0.54) (0.50) (0.84) (0.37)

0.63 0.97 0.90 1.45 0.62

(0.64) (0.99) (0.92) (1.48) (0.63)

※応力範囲　　0～0.49N/mm2

     (0～5㎏/cm2)

クリープ試験含

Ｅ坑
凝灰岩(層状)

ＣＨ

鉛直

水平

平行

直角

Ｅ坑
凝灰岩(塊状)

ＣＨ

平行

直角

鉛直

水平

(×10
4
㎏/cm

2
) (×10

4
㎏/cm

2
)

変形係数
(×10

3

N/mm
2
)

(×10
4

㎏/cm
2
)

第3.5－3表(1)　平板載荷試験結果一覧表（その１）

割 線 弾 性 係 数
(×10

3
N/mm

2
)

接 線 弾 性 係 数
(×10

3
N/mm

2
)

Ｋ坑
凝灰角礫岩

ＣＨ

鉛直

鉛直

水平

クリープ試験含

Ｇ坑凝灰岩
(層状)ＣＨ

鉛直 クリープ試験含

試験位置 備　　　考

Ｇ坑
凝灰岩(塊状)

ＣＨ

Ｉ'坑
黒色頁岩

ＣＨ

直角

平行

水平

鉛直 クリープ試験含

Ｆ'坑
黒色頁岩

ＣＭ

クリープ試験含

直角

平行

水平

鉛直

Ｆ坑
黒色頁岩

ＣＭ 水平

鉛直 クリープ試験含

Ｊ坑
黒色頁岩

ＣＭ 水平

鉛直 クリープ試験含

Ｆ”坑
凝灰岩
ＣＬ 鉛直

鉛直

鉛直
Ｉ坑

凝灰岩ＣＬ

Ｈ坑
黒色頁岩ＣＬ

鉛直

－

－

－

－

※ ※

※ ※

※ ※

6－3－157

6－3－157



0～0.98

(N/mm
2
)

0～0.98

  (N/mm
2
)

0～9.81

(N/mm
2
)

0.49～0.98

(N/mm
2
)

0.98～3.92

(N/mm
2
)

9.81～σmax

(N/mm
2
)

0～10

(㎏/cm
2
）

0～10

(㎏/cm
2
）

0～100

(㎏/cm
2
）

5～10

(㎏/cm
2
）

10～40

(㎏/cm
2
）

100～σmax

(㎏/cm
2
）

0.44 0.65 0.54 0.49 0.80 0.31 0.44

(0.45) (0.66) (0.55) (0.50) (0.82) (0.32) (0.45)

0.45 0.58 0.36 0.45 0.72 0.10 0.35

(0.46) (0.59) (0.37) (0.46) (0.73) (0.099) (0.36)

0.42 0.12 0.12 0.43 0.42 0.04 0.19

(0.43) (0.12) (0.12) (0.44) (0.43) (0.04) (0.19)

0.44 0.52 0.43 0.41 0.63 0.24 0.34

(0.45) (0.53) (0.44) (0.42) (0.64) (0.24) (0.35)

0.48 0.54 0.42 0.50 0.60 0.20 0.29

(0.49) (0.55) (0.43) (0.51) (0.61) (0.20) (0.30)

0.62 0.49 0.07 0.46 0.47 0.03 0.22

(0.63) (0.50) (0.076) (0.47) (0.48) (0.026) (0.22)

0.27 0.33 0.26 0.26 0.40 0.08 0.22

(0.28) (0.34) (0.27) (0.27) (0.41) (0.086) (0.22)

0.14 0.19 0.15 0.23 0.08

(0.14) (0.19) (0.15) (0.23) (0.085)

0.18 0.25 0.23 0.21 0.33 0.14 0.14

(0.18) (0.26) (0.23) (0.21) (0.34) (0.14) (0.14)

Ｍ－8

Ｍ－1

Ｍ－2

Ｍ－3

黒色頁岩

凝灰岩

Ｍ－7

Ｍ－9

Ｍ－10

Ｍ－5

Ｍ－6

第3.5－3表(2)　平板載荷試験結果一覧表（その２）

試
験
番
号

載
荷
方
向

岩
　
質

(×10
4
㎏/cm

2
) (×10

4
㎏/cm

2
)

変形係数
(×10

3

N/mm
2
)

(×10
4

㎏/cm
2
)

ＣＬ

鉛　直

凝灰岩

Ｄ

接 線 弾 性 係 数
(×10

3
N/㎠)

割 線 弾 性 係 数
(×10

3
N/mm

2
)

－ －

6－3－158

6－3－158



せん断強度

(N/mm
2
)

(㎏/㎝
2
)

1.76

(17.9)

1.14

(11.6)

1.54

(15.7)

0.92

(9.4)

1.26

(12.8)

0.59

(6.0)

0.54

(5.5)

Ｆ”坑　凝灰岩　ＣＬ

流れ目方向

差し目方向

流れ目方向

Ｉ’坑　黒色頁岩　ＣＨ 流れ目方向

Ｋ坑　凝灰角礫岩　ＣＨ 流れ目方向

Ｆ’坑　黒色頁岩　ＣＭ

62.5

53.9

差し目方向55.5

37.9

57.2

54.4

第3.5－4表(1)　ブロックせん断試験結果一覧表（その１）

試験位置 摘　　　要

Ｅ坑  凝灰岩　ＣＨ 流れ目方向55.0

内部摩擦角
φ（°）

6－3－159

6－3－159



せ ん 断 強 度

(N/mm2)

(㎏/cm2)

0.56
(5.7)
0.28
(2.9)
0.21
(2.1)

第3.5－4表(2)　ブロックせん断試験結果一覧表（その２）

試　　験　　位　　置

Ｍ　坑

凝　灰　岩　ＣＬ

黒色頁岩　ＣＬ

凝　灰　岩　Ｄ

内 部 摩 擦 角
φ（°）

23.7

44.7

46.3

6－3－160

6－3－160
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5

凝
灰

岩

凝
灰

質
頁

岩

1
9
.
7
5

凝
灰

岩

3
1
0

3
1
2

3
1
3

3
1
5

3
1
6

3
5
.
7
5

5
7
.
2
5

～ ～

1
6
.
9
5

2
8
.
2
5

1
8
.
0
5

4
5
.
2
5

1
0
8
.
2
5
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ＣＬ　  級 46 14.7 4.7 0.32

ＣＭ　　級 364 28.5 9.4 0.33

ＣＨ　　級 335 38.3 9.3 0.24

第3.5－6表　シュミット・ロック・ハンマ反発度測定結果一覧表

　　　注）測定回数は1箇所当り9回とし，結果の整理は9回の測定値のうち，　　　　　

　　　　　最大値，最小値を除外した平均値で行った。

試験個数
n

反発度の
平均値

x

反発度の
標準偏差

σ

変動係数
c

項目
岩級分類

6－3－162
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第3.5－7表　シームの物理試験結果一覧表

シーム名 試験項目 平均値

密度（g/cm
3
） 2.23

含水比（％） 11.3

比重 2.75

B23 粒 礫分（％） 3.7

度 砂分（％） 27.5

分 シルト分（％） 36.3

布 粘土分（％） 32.5

密度（g/cm
3
） － *

含水比（％） 13.3

比重 2.75

B28 粒 礫分（％） 8.3

度 砂分（％） 44.4

分 シルト分（％） 30.5

布 粘土分（％） 16.8

*：薄層のため，不撹乱試料の採取不可
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第
3.

6
.
1
-
1
表
(1

) 
代
表
施
設
の
選
定

結
果

(
グ
ル

ー
プ

Ａ
)
 

 

           
 

評
価

対
象
施

設
 

影
響
要
因
 

該
当
 

す
る
 

影
響
 

要
因
 

簡
便
法
の
 

最
小
す
べ
り

安
全
率
 

選
定

理
由
 

①
 

基
礎

地
盤
 

の
岩

級
，
地

形
等
 

②
 

施
設
直
下
 

の
ｼ
ｰﾑ

の
 

分
布
 

③
 

施
設
総
重
量
（

MN
）
 

（
単
位
奥
行
当
た
り
の
 

施
設
重
量

※
1
（
MN
/m
）
）
 

２
号

炉
原
子

炉
建
物
 

CM
～

CH
級
 

あ
り
 

3,
27

8 
（

46
.8

2）
 

 
②
，
③
 

2.
78
 

・
施

設
直
下

に
シ
ー

ム
が
分

布
し
て

い
る
こ

と
及
び

施
設
総

重
量

が
最

大
で

あ
る
。
 

・
影

響
要
因

の
番
号

付
与
数

が
最
多

で
あ
る

た
め
，

簡
便
法

を
実

施
し

た
結

果
，
す

べ
り
安

全
率
は

最
小
で

あ
る
。
 

以
上

の
こ
と

か
ら
，

代
表
施

設
に
選

定
す
る

。
 

２
号

炉
タ
ー

ビ
ン
建

物
 

CL
～

CH
級
 

あ
り
 

2,
11

2 
（

41
.0

8）
 

①
，
②
 

4.
80
 

・
２

号
炉

原
子
炉

建
物
に

比
べ
，
局
所

的
に

CL
級

岩
盤

が
分
布
す

る
が

，
CH
級

が
主
体

で
あ
り

，
施
設

総
重

量
が
小

さ
い
。
 

・
影

響
要
因

の
番
号

付
与
数

が
２
号

炉
原
子

建
物
と

同
数
で

最
多

で
あ

る
た

め
，
簡

便
法

を
実
施

し
た
結

果
，
す

べ
り

安
全
率

は
２
号
炉

原
子

炉
建

物
よ
り

大
き
い

。
 

以
上

の
こ
と

か
ら
，

２
号
炉

原
子
炉

建
物
の

評
価
に

代
表
さ

せ
る

。
 

２
号

炉
廃
棄

物
処
理

建
物
 

CM
～

CH
級
 

あ
り
 

1,
16

7 
（

21
.2

6）
 

②
 

―
 

・
２

号
炉
原

子
炉
建

物
に
比

べ
，
岩

級
及
び

シ
ー
ム

の
分
布

状
況

は
同

等
で

あ
る
が

，
施

設
総
重

量
が
小

さ
い
こ

と
か
ら

，
２

号
炉
原
子

炉
建

物
の

評
価
に

代
表
さ

せ
る
。
 

取
水

槽
 

38
2 

（
11

.7
6）
 

低
圧

原
子
炉

代
替
注

水
ポ
ン

プ
格

納
槽
 

97
 

（
7.

27
）
 

第
１

ベ
ン
ト

フ
ィ
ル

タ
格
納

槽
 

95
 

（
7.

06
）
 

取
水

管
 

3 
（

0.
68
）
 

デ
ィ

ー
ゼ
ル

燃
料
貯

蔵
タ
ン

ク
基

礎
※
２
 

CM
級
 

あ
り
 

36
 

（
1.

88
）
 

②
 

―
 

・
２

号
炉
原

子
炉
建

物
に
比

べ
，
岩

級
は

C
M
級

で
あ
る

が
，
施
設

総
重

量
が

小
さ
い

こ
と
か

ら
，
２

号
炉
原

子
炉
建

物
の
評

価
に
代

表
さ

せ
る
。
 

屋
外

配
管
ダ

ク
ト
（

デ
ィ

ー
ゼ
ル

燃
料

貯
蔵
タ

ン
ク
～

原
子
炉

建
物

）
 

CH
級
 

あ
り
 

13
 

（
4.

79
）
 

②
 

―
 

・
２

号
炉
原

子
炉
建

物
に
比

べ
，
シ

ー
ム
の

分
布
状

況
は
同

等
で

あ
る

が
，
岩
級

は
C
H
級

で
あ
る

こ
と
，
及
び

施
設
総

重
量
も

小
さ
い
こ

と
か

ら
，

２
号
炉

原
子
炉

建
物
の

評
価
に

代
表
さ

せ
る
。
 

制
御

室
建
物
 

CH
級
 

あ
り
 

13
2 

（
6,

00
）
 

②
 

―
 

・
２

号
炉
原

子
炉
建

物
に
比

べ
，
シ

ー
ム
の

分
布
状

況
は
同

等
で

あ
る

が
，
岩
級

は
C
H
級

で
あ
る

こ
と
，
及
び

施
設
総

重
量
も

小
さ
い
こ

と
か

ら
，

２
号
炉

原
子
炉

建
物
の

評
価
に

代
表
さ

せ
る
。
 

取
水

口
 

2 
（

0.
10
）
 

２
号

炉
排
気

筒
 

CM
～

CH
級
 

基
礎

地
盤

が
特

徴
的
 

あ
り
 

11
9 

（
4.

16
）
 

①
，
②
 

6.
55
 

・
２

号
炉
原

子
炉
建

物
に
比

べ
，
基

礎
地
盤

が
特
徴

的
（
基

礎
地

盤
周

辺
の

地
形
形

状
が
急

勾
配
）
で

あ
り

，
岩

級
及

び
シ
ー

ム
の
分
布

状
況

は
同

等
で
あ

る
が
，

施
設
総

重
量
が

小
さ
い

。
 

・
影

響
要
因

の
番
号

付
与
数

が
２
号

炉
原
子

建
物
と

同
数
で

最
多

で
あ

る
た

め
，
簡

便
法

を
実
施

し
た
結

果
，
す

べ
り

安
全
率

は
２
号
炉

原
子

炉
建

物
よ
り

大
き
い

。
 

以
上

の
こ
と

か
ら
，

２
号
炉

原
子
炉

建
物
の

評
価
に

代
表
さ

せ
る

。
 

屋
外

配
管
ダ

ク
ト
 

（
タ

ー
ビ
ン

建
物
～

放
水
槽

）
 

18
 

（
2.

57
）
 

屋
外

配
管
ダ

ク
ト
 

（
タ

ー
ビ
ン

建
物
～

排
気
筒

）
 

8 
（

1,
24
）
 

１
号

炉
取
水

槽
北
側

壁
 

CM
～

CH
級
 

あ
り
 

4 
（

4.
08
）
 

②
 

―
 

・
２

号
炉
原

子
炉
建

物
に
比

べ
，
岩

級
及
び

シ
ー
ム

の
分
布

状
況

は
同

等
で

あ
る
が

，
施

設
総
重

量
が
小

さ
い
こ

と
か
ら

，
２

号
炉
原
子

炉
建

物
の

評
価
に

代
表
さ

せ
る
。
 

※
１
 
施
設

総
重
量
を
施
設
の
短
辺
方
向
の
延
長
で
除

し
た
値
を
記
載
。
 

※
２
 
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク

及
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
 

 
 

 ：
番
号

を
付

与
す
る
影
響
要
因
 
 
 
 
 ：

影
響
要
因
の
番
号
付
与
が
多
い

 
 
 
 

 ：
選
定
し
た
代
表
施
設
 

代
表

施
設
に
選
定
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第
3.

6
.
1
-
1
表
(2

) 
代
表
施
設
の
選
定

結
果

(
グ
ル

ー
プ

Ｂ
)
 

  

 
 

設
置

盤
 

評
価

対
象
施

設
 

影
響
要
因
 

該
当

す
る
 

影
響

要
因
 

選
定

理
由
 

①
 

基
礎
地
盤
 

の
岩
級
，
地

形
等
 

②
 

施
設
直
下
 

の
ｼｰ

ﾑの
 

分
布
 

③
 

施
設
総
重
量
（

MN
）
 

（
単
位
奥
行
当
た
り
の
 

施
設
重
量

※
1
（

MN
/m

）
）
 

T.
P.

+
44

m
盤
 

ガ
ス

タ
ー
ビ

ン
発
電

機
建
物
 

C
L
級
 

あ
り
 

41
1 

（
8.

96
）
 

①
，

②
，
③
 

・
CL
級

の
岩

盤
が
主

体
で
あ

る
こ
と

，
施
設

直
下

に
シ

ー
ム
が

分
布
し

て
い
る

こ
と
，

及
び
施

設
総

重
量

が
最

大
で
あ

る
こ
と

か
ら
，

代
表
施

設
に

選
定

す
る

。
 

ガ
ス

タ
ー
ビ

ン
発
電

機
用
軽

油
タ

ン
ク

基
礎
 

C
L
級
 

あ
り
 

19
 

（
1.

05
）
 

①
，

②
 

・
ガ

ス
タ
ー

ビ
ン
発

電
機
建

物
に
比

べ
，
岩

級
及

び
シ

ー
ム
の

分
布
状

況
は
同

等
で
あ

る
が
，

施
設

総
重

量
が

小
さ
い

こ
と
か

ら
，
ガ

ス
タ
ー

ビ
ン

発
電

機
建

物
の
評

価
に
代

表
さ
せ

る
。
 

屋
外

配
管
ダ

ク
ト
（

ガ
ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機
用

軽
油
タ

ン
ク
～

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン
発

電
機
）
 

4 
（
1.

60
）
 

T.
P.

+
50

m
盤
 

緊
急

時
対
策

所
用
燃

料
地
下

タ
ン

ク
 

C
L
～
C
H
級
 

あ
り
 

4 
（
1.

02
）
 

①
，

②
 

・
ガ

ス
タ
ー

ビ
ン
発

電
機
建

物
に
比

べ
，
シ

ー
ム

の
分

布
状
況

は
同
等

で
あ
る

が
，
岩

級
は

CH
級

が
主

体
で
あ

る
こ
と

，
及
び

施
設
総

重
量
も

小
さ

い
こ

と
か

ら
，
ガ

ス
タ
ー

ビ
ン
発

電
機
建

物
の

評
価

に
代

表
さ
せ

る
。
 

緊
急

時
対
策

所
 

C
M
～
C
H
級
 

あ
り
 

93
 

（
3.

72
）
 

②
 

・
ガ

ス
タ
ー

ビ
ン
発

電
機
建

物
に
比

べ
，
シ

ー
ム

の
分

布
状
況

は
同
等

で
あ
る

が
，
岩

級
は

CM
～

CH
級

で
あ
る

こ
と
，

及
び
施

設
総

重
量
も

小
さ

い
こ

と
か
ら

，
ガ
ス

タ
ー
ビ

ン
発
電

機
建
物

の
評

価
に

代
表

さ
せ
る

。
 

代
表

施
設
に
選
定

 

 
 

 ：
番
号

を
付
与
す
る
影
響
要
因
 
 
 
 
 ：

影
響
要
因
の
番
号
付
与
が
多
い

 
 
 
 

 
：
選
定
し
た
代
表
施
設
 

※
１
 
施
設

総
重

量
を
施
設
の
短
辺
方
向
の
延
長
で
除

し
た
値
を
記
載
。
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第
3.

6
.
1
-
1
表
(3

) 
代
表
施
設
の
選
定

結
果

(
グ
ル

ー
プ

Ｄ
)
 

評
価

対
象
 

施
設
 

影
響
要
因
 

該
当
す
る
 

影
響
要
因
 

簡
便
法
の
 

最
小
す
べ
り

安
全
率
 

選
定

理
由
 

①
 

基
礎

地
盤
 

の
岩

級
，
地

形
等
 

②
 

施
設
 

直
下

の
 

ｼｰ
ﾑの

 
分

布
 

③
 

施
設

総
重
量

※
1 （

MN
）
 

（
単
位
奥
行
当
た
り
の
 

施
設

重
量

※
2
（

MN
/
m
）
）
 

⑤
 

埋
戻
土
層
等
 

の
厚
さ
 

（
m）

 

防
波

壁
 

（
逆

Ｔ
擁
壁

）
 

C
L
～

C
H
級
 

基
礎

地
盤
が

特
徴

的
 

（
基

礎
地
盤

の
改

良
強
度

が
CL
級

以
下

相
当

）
 

あ
り
 

1
5 

（
0.

6
5）

 
18

.5
 

①
，
②
 

2.
99
 

・
防

波
壁
（

波
返

重
力
擁

壁
）
に

比
べ
，
単
位

奥
行
当

た
り
の
施

設
総

重
量

が
小

さ
く
，
埋

戻
土

層
等
が

薄
い
が

，
基
礎

地
盤
が

特
徴

的
（

基
礎

地
盤
の

改
良
強

度
が

CL
級

以
下

相
当
）
で
あ

り
，
改
良

地
盤

底
面
の

一
部

に
CL
級

の
岩

盤
が
分

布
し
，
改
良

地
盤
直

下
に

シ
ー

ム
が
分

布
し
て

い
る
。
 

・
影

響
要

因
の

番
号
付

与
数
が

防
波
壁
（
波

返
重
力

擁
壁
）
と
同

数
で

あ
る

た
め

，
簡
便

法
を
実

施
し
た

結
果
，
す

べ
り

安
全
率

は
防

波
壁

（
波
返

重
力
擁

壁
）
よ

り
小
さ

い
。
 

以
上

の
こ
と

か
ら
，

代
表
施

設
に
選

定
す
る

。
 

防
波

壁
 

（
波

返
重
力

擁
壁
） 

C
M
～

C
H
級
 

な
し
 

15
4 

（
8.

1
0）

 
29

.0
 

③
，
⑤
 

15
.2

6 

・
防

波
壁
（

逆
Ｔ

擁
壁
）
に

比
べ

，
単

位
奥
行

当
た
り

の
施
設
総

重
量

が
大

き
く

，
埋
戻

土
層
等

が
厚
い

が
，
基

礎
地
盤

は
CM
級
～
CH

級
の

岩
盤
が

主
体
で

，
施
設

直
下
に

は
シ
ー

ム
が
分

布
し
て

い
な

い
。
 

・
一

部
，
改

良
地
盤

に
支
持

さ
れ
る

区
間
が

あ
る
も

の
の
，
当
該

区
間

は
周

辺
岩

盤
（
CM
級

）
相

当
に

改
良
さ

れ
て
い

る
。
 

・
影

響
要

因
の

番
号
付

与
数
が

防
波
壁
（
逆

Ｔ
擁
壁
）
と

同
数
で

あ
る

た
め

，
簡

便
法
を

実
施
し

た
結
果

，
す
べ

り
安
全

率
は
防

波
壁

（
逆

Ｔ
擁
壁

）
よ
り

大
き
い

。
 

以
上

の
こ
と

か
ら
，
防
波

壁
（

逆
Ｔ

擁
壁
）
の
評

価
に
代

表
さ
せ
る

。
 

      代
表

施
設
に
選
定

 

※
１
 

１
ブ

ロ
ッ

ク
当
た
り
の
値
を
示
す
。
 

※
２
 

１
ブ

ロ
ッ

ク
当
た
り
の
施
設
重
量
を
縦
断
方
向
の
延
長
（
逆

T
擁
壁
：

23
.8
m，

波
返
重
力
擁
壁
：

19
m）

で
除
し
た
値
を
記
載
。
 

※
３
 

両
施

設
と

も
延
長
が
長
く
，
縦
断
方
向
に
地
質
等
が
変
化
す
る
こ
と
か
ら
，
影
響
要
因
②
～
⑤
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
最
も
厳
し
い
諸
元
を
記
載
。
 

 
 
 ：

番
号
を
付
与
す
る
影
響
要
因
 
 
 
 
 ：

影
響
要

因
の

番
号
付

与
が

多
い
 
 
 
 

 ：
選

定
し

た
代

表
施

設
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表
(1

) 
解
析
用
物
性
値

の
設
定

方
法
（

そ
の

１
）

 

岩
種
 

岩
級
 

物
理

特
性
 

強
度
特
性
 

変
形

特
性
 

減
衰

特
性
 

ピ
ー
ク
強
度
 

残
留
強
度
 

静
的
特

性
 

動
的

特
性
 

減
衰

定
数
 

静
弾
性
係
数
 

静
ポ

ア
ソ
ン

比
 

動
せ

ん
断
 

弾
性

係
数
 

動
ポ

ア
ソ
ン

比
 

岩
盤
 

（
成

相
寺

層
）
 

頁
岩
 

CH
級
 

密
度

試
験
 

（
飽

和
）
 

ブ
ロ
ッ
ク
 

せ
ん
断

試
験
 

摩
擦
抵
抗
 

試
験
 

平
板
載
荷
試
験
 

一
軸

圧
縮
試

験
 

PS
検

層
 

慣
用

値
 

CM
級
 

CL
級
 

頁
岩

と
凝
灰

岩
の

互
層
 

CH
級
 

CM
級
 

CL
級
 

凝
灰

岩
・
 

凝
灰

角
礫
岩
 

CH
級
 

CM
級
 

CL
級
 

岩
盤
 

（
貫

入
岩
）
 

ド
レ

ラ
イ
ト
 

CH
級
 

換
算
値
 

換
算
値
 

CM
級
 

CL
級
 

安
山

岩
 

CH
級
 

CM
級
 

CL
級
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第
3
.6

.
1－

2
表
(2

) 
解
析
用
物
性
値

の
設
定

方
法
（

そ
の

２
）

 

 
物

理
特

性
 

強
度
特
性
 

変
形

特
性
 

減
衰

特
性
 

ピ
ー
ク
強
度
 

残
留
強
度
 

静
的
特
性
 

動
的

特
性
 

減
衰

定
数
 

静
弾
性
係
数
 

静
ポ
ア
ソ
ン

比
 

動
せ

ん
断
弾

性
係
数
 

動
ポ

ア
ソ
ン

比
 

D
級

岩
盤
 

密
度

試
験
 

（
飽

和
）
 

中
型

三
軸
圧
縮
試
験
 

ピ
ー
ク
 

強
度
と
 

同
じ
値
 

中
型
三
軸
圧
縮
試
験
 

慣
用
値
 

動
的

中
型
三

軸
圧
縮

試
験
 

慣
用

値
 

動
的

中
型
三

軸
 

圧
縮

試
験
 

シ
ー

ム
 

単
純

せ
ん
断
試
験
 

単
純
せ
ん
断
試
験
 

動
的

単
純
せ

ん
断
試

験
 

慣
用

値
 

動
的

単
純
 

せ
ん

断
試
験
 

埋
戻

土
，
盛

土
 

大
型

三
軸
圧
縮
試
験
 

大
型
三
軸
圧
縮
試
験
 

動
的

大
型
三

軸
圧
縮

試
験
 

動
的

大
型
三

軸
 

圧
縮

試
験
 

埋
戻

土
（
購

入
土
）
 

三
軸

圧
縮
試
験
 

三
軸
圧
縮
試
験
 

繰
返

し
中
空

ね
じ
り
 

せ
ん

断
試
験
 

繰
返

し
中
空

ね
じ
り
 

せ
ん

断
試
験
 

旧
表

土
 

動
的

三
軸
圧

縮
試
験
 

動
的

三
軸
圧

縮
試
験
 

MM
R 

慣
用

値
 

－
 

－
 

慣
用
値
 

慣
用
値
 

慣
用

値
 

慣
用

値
 

慣
用

値
 

改
良

地
盤
 

（
高

圧
噴
射

撹
拌
工

法
）
 

凝
灰
岩
・
凝
灰
角
礫
岩
（
CM
級
）

を
流
用
 

改
良

地
盤
Ⅰ
 

 （
薬

液
注

入
工
法

）
 

埋
戻
土
，
盛
土
を
流
用
 

改
良

地
盤
Ⅱ
 

 （
薬

液
注

入
工
法

）
 

密
度
試
験

（
飽
和
）（

埋

戻
土
，
盛
土

を
流
用
）
 

せ
ん
断
強
度
は
 

PS
検
層
に
基
づ
く
 

換
算
値
 

内
部
摩
擦
角
は
 

簡
易
設
定
法
に
用
い
た
 

N
値

に
基
づ
く
 

換
算
値
 

ピ
ー
ク
強
度

と
同
じ
値
 

PS
検
層
に
基
づ
く
 

換
算
値
 

慣
用
値
 

G0
は

PS
検
層
 

ひ
ず
み
依
存
特
性
は
 

動
的
大
型
三
軸
圧
縮
試
験
 

（
埋
戻
土
，
盛
土
を
流
用
）
 

慣
用

値
 

動
的
大
型
三
軸
 

圧
縮
試
験
 

（
埋
戻
土
，
盛
土
を
流
用
） 
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第
3
.
6.

1
－
3
表
(1

) 
解
析
用
物
性
値

（
そ
の

１
）

 

 
 

物
理
特
性
 

強
度
特
性
 

静
的
変
形
特
性
 

動
的
変
形
特
性
 

減
衰
特
性
 

密
度
 

ρ
s（

g/
cm

3 ）
 

せ
ん
断
強
度
 

τ
0（

N/
mm

2 ）
 

内
部
摩
擦
角
 

φ
（
°
）
 

残
留
強
度
 

τ
（
N/
mm

2
）
 

静
弾
性
係
数
 

E（
×
10

3  
N/
mm

2 ）
 

静
ポ
ア
ソ
ン
比
 

ν
s 

動
せ
ん
断
弾
性
係
数
 

G d
（
×
10

3
 N
/m
m2
）
 

動
ポ
ア
ソ
ン
比
 

ν
d 

減
衰
定
数
 

h 

岩
盤
 

（
成

相
寺
層

）
 

頁
岩
 

C
H
級
 

2.
5
7 

  
1
.1

4
 
  

54
  
 

1.
48
σ

0
.7
2  

3.
74

  
 

0.
19
  
 

解
析

用
物
性

値
 

（
そ

の
２
）

参
照
 

0.
03
 

C
M
級
 

2.
5
2 

  
0
.9

2
 
  

54
  
 

0.
34
σ

0
.5
4  

1.
95

  
 

0.
20
  
 

C
L
級
 

2.
4
4 

  
0
.2

8
 
  

45
  
 

0.
34
σ

0
.5
4  

0.
54

  
 

0.
20
  
 

頁
岩

と
凝
灰

岩
 

の
互

層
 

C
H
級
 

2.
5
6 

  
1
.1

4
 
  

54
  
 

1.
28
σ

0
.7
2  

3.
74

  
 

0.
19
  
 

C
M
級
 

2.
4
9 

  
0
.9

2
 
  

54
  
 

0.
34
σ

0
.5
4  

1.
95

  
 

0.
20
  
 

C
L
級
 

2.
3
3 

  
0
.2

8
 
  

28
  
 

0.
34
σ

0
.5
4  

0.
43

  
 

0.
20
  
 

凝
灰

岩
・
 

凝
灰

角
礫
岩
 

C
H
級
 

2.
5
1 

  
1
.5

4
 
  

55
  
 

1.
28
σ

0
.7
2  

7.
78

  
 

0.
19
  
 

C
M
級
 

2.
4
4 

  
1
.1

4
 
  

47
  
 

0.
34
σ

0
.5
4  

1.
47

  
 

0.
20
  
 

C
L
級
 

2.
3
0 

  
0
.6

0
 
  

28
  
 

0.
34
σ

0
.5
4  

0.
43

  
 

0.
25
  
 

岩
盤
 

（
貫

入
岩
）
 

ド
レ

ラ
イ
ト
 

C
H
級
 

2.
7
8 

  
2
.1

4
 
  

52
  
 

1.
56
σ

0
.7
2  

7.
78

  
 

0.
22
  
 

C
M
級
 

2.
6
0 

  
1
.5

8
 
  

52
  
 

0.
36
σ

0
.5
4  

1.
47

  
 

0.
25
  
 

C
L
級
 

2.
5
3 

  
0
.8

3
 
  

43
  
 

0.
36
σ

0
.5
4  

0.
43

  
 

0.
25
  
 

安
山

岩
 

C
H
級
 

2.
6
8 

  
2
.1

4
 
  

52
  
 

1.
56
σ

0
.7
2  

7.
78

  
 

0.
25
  
 

C
M
級
 

2.
6
8 

  
1
.5

8
 
  

52
  
 

0.
36
σ

0
.5
4  

1.
47

  
 

0.
25
  
 

C
L
級
 

2.
5
9 

  
0
.8

3
 
  

43
  
 

0.
36
σ

0
.5
4  

0.
43

  
 

0.
25
  
 

②
⇒
（
そ
の
２
）
へ
修
正
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第
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.
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1
－
3
表
(2

) 
解
析
用
物
性
値

（
そ

の
２
）

 

 
 

動
せ
ん
断
弾
性
係
数
 

G d
（
×
10

3
 N
/m
m2
）
 

動
ポ
ア
ソ
ン
比
 

ν
d 

第
①
 

速
度
層
 

第
②
 

速
度
層
 

第
③
 

速
度
層
 

第
④
 

速
度
層
 

第
⑤
 

速
度
層
 

第
⑥
 

速
度
層
 

第
①
 

速
度
層
 

第
②
 

速
度
層
 

第
③
 

速
度
層
 

第
④
 

速
度
層
 

第
⑤
 

速
度
層
 

第
⑥
 

速
度
層
 

岩
盤
 

（
成

相
寺
層

）
 

頁
岩
 

C
H
 
級
 

0
.
16

 
  

2.
0
8
  
 

6.
58

  
 

9.
77

  
 

10
.2

8 
  

14
.1

9 
  

0.
45
  
 

0.
39
  
 

0.
38
  
 

0.
34
  
 

0.
34
  
 

0.
35
  
 

C
M
 
級
 

0
.
16

 
  

2.
0
4
  
 

6.
45

  
 

9.
58

  
 

10
.0

8 
  

13
.9

2 
  

C
L
 
級
 

0
.
15

 
  

1.
9
8
  
 

6.
25

  
 

9.
28

  
 

9.
76

  
 

13
.4

7 
  

頁
岩

と
凝
灰

岩
 

の
互

層
 

C
H
 
級
 

0
.
16

 
  

2.
0
7
  
 

6.
55

  
 

9.
73

  
 

10
.2

4 
  

14
.1

4 
  

C
M
 
級
 

0
.1
6
 
  

2.
0
2
  
 

6.
37

  
 

9.
47

  
 

9.
96

  
 

13
.7

5 
  

C
L
 
級
 

0
.
15

 
  

1.
8
9
  
 

5.
96

  
 

8.
86

  
 

9.
32

  
 

12
.8

7 
  

凝
灰

岩
・
 

凝
灰

角
礫
岩
 

C
H
 
級
 

0
.
16

 
  

2.
0
3
  
 

6.
43

  
 

9.
54

  
 

10
.0

4 
  

13
.8

6 
  

C
M
 
級
 

0
.
15

 
  

1.
9
8
  
 

6.
25

  
 

9.
28

  
 

9.
76

  
 

13
.4

7 
  

C
L
 
級
 

0
.
14

 
  

1.
8
6
  
 

5.
89

  
 

8.
75

  
 

9.
20

  
 

12
.7

0 
  

岩
盤
 

（
貫

入
岩
）
 

ド
レ

ラ
イ
ト
 

C
H
 
級
 

0
.
17

 
  

2.
2
5
  
 

7.
12

  
 

10
.5

7 
  

11
.1

2 
  

15
.3

5 
  

C
M
 
級
 

0
.
16

 
  

2.
1
1
  
 

6.
66

  
 

9.
89

  
 

10
.4

0 
  

14
.3

6 
  

C
L
 
級
 

0
.
16

 
  

2.
0
5
  
 

6.
48

  
 

9.
62

  
 

10
.1

2 
  

13
.9

7 
  

安
山

岩
 

C
H
 
級
 

0
.
17

 
  

2.
1
7
  
 

6.
86

  
 

10
.1

9 
  

10
.7

2 
  

14
.8

0 
  

C
M
 
級
 

0
.
17

 
  

2.
1
7
  
 

6.
86

  
 

10
.1

9 
  

10
.7

2 
  

14
.8

0 
  

C
L
 
級
 

0
.
16

 
  

2.
1
0
  
 

6.
63

  
 

9.
85

  
 

10
.3

6 
  

14
.3

0 
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表
(3

) 
解
析
用
物
性
値

（
そ

の
３
）

 

 

 
 

物
理
特

性
 

強
度
特

性
 

静
的
変

形
特
性

 
動

的
変

形
特

性
 

減
衰

特
性

 

密
度

 

ρ
s（

g
/c
m3
）
 

せ
ん
断

 

強
度

 

τ
0（

N
/m
m2
）
 

内
部

 

摩
擦
角

 

φ
（
°

）
 

残
留
強

度
 

τ
（

N/
m
m2
）
 

静
弾
性

係
数

 

E
（

N
/m
m2
）
 

静
ポ
ア

ソ
ン

 

比
 

ν
s 

動
せ

ん
断

 

弾
性

係
数

 

G
d
（
N
/
mm

2 ）
 

動
ポ

ア
ソ

ン
 

比
 

ν
d 

減
衰

定
数

 

h
 

D
級

岩
盤

 
2.
28
 

0.
11
 

6
 

0.
11
+ 

σ
ta
n6
°
 

14
1σ

0
.3
9  

0.
30
 

G o
＝
14
8σ

0.
49
 (
N/
mm

2
) 

G/
G
o＝

1/
(1
+γ

/0
.0
00
62
) 

0.
45
 

γ
≦
1×

10
-
4 ：

h=
0.
02
3 

γ
＞
1×

10
-
4 ：

h=
0.
02
3 

  
  
 +
0.
07
1･
lo
g(
γ
/0
.0
00
1)
 

シ
ー

ム
 

2.
23
 

0.
19
 

18
 

0.
19
+ 

σ
ta
n1
8°

 
G
0
.5
=4
4
σ

0
.3
4  

0.
40
 

G o
=
22
5σ

0
.3
1 (
N/
mm

2 )
 

G/
G
o=
1/
[1
+(
γ
/0
.0
01
49
)
0.
84
9
] 

0.
45
 

h=
γ
/(
2.
14
γ
+0
.0
17
)+
0.
03
1 

埋
戻

土
，

盛
土

 
2.
11
 

0.
22
 

22
 

0.
22
+ 

σ
ta
n2
2°

 
E 0

.5
=1
15

σ
0
.6
1  

0.
40
 

G o
=
74
9σ

0
.6
6 (
N/
mm

2 )
 

G/
G o
=
1/
(1
+γ

/0
.0
00
27
) 

0.
45
 

h=
0.
09
58
γ

/(
γ

+0
.0
00
20
) 

埋
戻

土
（

購
入

土
）

 
2.
01
 

0.
04
 

21
 

0.
04
+ 

σ
ta
n2
1°

 
E 0

.5
=2
27

σ
0
.7
5  

0.
40
 

G o
=
27
5σ

0
.6
1 (
N/
mm

2 )
 

G/
G o
=
1/
(1
+γ

/0
.0
00
48
) 

0.
45
 

h=
0.
21
79
γ

/(
γ

+0
.0
00
85
) 

旧
表

土
 

2.
00
 

0.
03
 

21
 

0.
03
+ 

σ
ta
n2
1°

 
E
0
.5
=3
7
σ

0
.7
9  

0.
40
 

G o
=
24
0σ

0
.6
1 (
N/
mm

2 )
 

G/
G o
=1
/(
1+
γ
/0
.0
01
1)
 

0.
45
 

h=
0.
20
γ
/(
γ
+0
.0
00
41
3)
 

M
M
R 

2.
35
 

－
 

－
 

－
 

23
,5
00
 

0.
20
 

9,
79
2 

0.
20
 

0.
05
 

改
良

地
盤

 

（
高

圧
噴

射
撹

拌
工

法
）

 
2.
44
 

1.
14
 

47
 

0.
34
σ

0.
54
 

1,
47

0 
0.
20
 

6,
25
0 

0.
38
 

0.
03
 

改
良

地
盤

Ⅰ
 

（
薬

液
注

入
工

法
）

 
2
.1
1 

0.
22
 

22
 

0.
22
+ 

σ
ta
n2
2°

 
E 0

.5
=1
15

σ
0
.6
1  

0.
40
 

G o
=
74
9σ

0
.6
6 (
N/
mm

2 )
 

G/
G o
=
1/
(1
+γ

/0
.0
00
27
) 

0.
45
 

h=
0.
09
58
γ

/(
γ

+0
.0
00
20
) 

改
良

地
盤

Ⅱ
 

（
薬

液
注

入
工

法
）
 

改
良
地

盤
①

 
2
.1
1 

0.
63
 

38
 

0.
63
+ 

σ
ta
n3
8°

 
1
,0
87
 

0.
33
 

Go
=4
09
 

G/
Go
=1
/(
1+
γ
/0
.0
00
27
) 

0.
33
 

h=
0.
09
58
γ
/(
γ
+0
.0
00
20
) 

改
良
地

盤
②

 
2
.1
1 

0.
49
 

41
 

0.
49
+ 

σ
ta
n4
1°

 
89
8 

0.
33
 

Go
=3
38
 

G/
Go
=1
/(
1+
γ
/0
.0
00
27
) 

0.
33
 

改
良
地

盤
③

 
2
.1
1 

1.
14
 

41
 

1.
14
+ 

σ
ta
n4
1°

 
2
,0
88
 

0.
33
 

Go
=7
85
 

G/
Go
=1
/(
1+
γ
/0
.0
00
27
) 

0.
33
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第 3.6.1－4 表(1) すべり安全率（２号炉原子炉建物 ①－①’断面） 

 
 すべり面形状 基準※１ 

地震動 
最小すべり※２ 

安全率 

 

 すべり面形状 基準※１ 
地震動 

最小すべり※２ 
安全率 

１ 

 

Ss-D 

（+,-） 

2.18 

〔8.55〕  
５ 

 

Ss-N1 

（-,+） 

4.30 

〔7.55〕 

基礎底面のすべり面（原子炉建物のみを通る切上がりを考
慮しないすべり面） 

シーム沿いのすべり面（シーム右端からシームを通ってタ
ービン建物下 MMR 左端へ抜けるすべり面） 

２ 

 

Ss-D 

（+,+） 

2.64 

〔8.93〕 
６ 

 

Ss-D 

（+,-） 

3.20 

〔8.97〕 

基礎及び MMR 底面のすべり面（原子炉建物及びタービン建
物下 MMR 底面を通るすべり面） 

シーム沿いのすべり面（シーム右端からシームを通って建
物影響範囲左端へ抜けるすべり面） 

３ 

 

Ss-D 

（-,+） 

3.29 

〔8.92〕 
 

シーム沿いのすべり面（原子炉建物からシームを通りター
ビン建物下 MMR 左端へ抜けるすべり面） 

４ 

 

Ss-D 

（+,+） 

2.13 

〔8.56〕 

 

1.98 

〔8.56〕 

 

シーム沿いのすべり面（原子炉建物からシームを通り建物
影響範囲地表面の左端へ抜けるすべり面） 

0 50m

0 50m

※１ 基準地震動（+,+）は反転なし，（-,+）は水平反転，（+,-）は鉛直反転，（-,-）は水平反転かつ鉛直反転を示す。 

※２ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。 

※３ 破線は液状化影響を考慮する範囲 

0 50m

0 50m

建物影響範囲 0 50m

建物影響範囲 0 50m

【凡例】

：  
すべり安全率 
（バラつきを考慮した強度） 
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第 3.6.1－4 表(2) すべり安全率（２号炉原子炉建物 ②－②’断面） 

 
 すべり面形状 基準※１ 

地震動 
最小すべり※２ 

安全率 

 

 すべり面形状 基準※１ 
地震動 

最小すべり※２ 
安全率 

１ 

 

Ss-N1 

（-,+） 

6.03 

〔7.53〕 
５ 

 

Ss-N1 

（+,+） 

5.36 

〔7.42〕 

基礎底面のすべり面（２号炉原子炉建物のみを通る切上が
りを考慮しないすべり面） 

２号炉原子炉建物左端からシームを通って１号炉原子炉建
物右端に抜けるすべり面 

２ 

 
Ss-N1 

（-,+） 

7.40 

〔7.40〕 
６ 

 

Ss-N1 

（+,+） 

2.67 

〔7.39〕 

基礎及び MMR 底面のすべり面（原子炉建物及びタービン建
物下 MMR 底面を通るすべり面） 

左側斜面法尻からシームを通って右側の盛土に抜けるすべ
り面 

３ 

 
Ss-N1 

（+,+） 

4.15 

〔7.39〕 
    

２号炉原子炉建物左端からシームを通って１号炉原子炉建
物右端に抜けるすべり面 

４ 

 
Ss-N1 

（+,+） 

2.57 

〔7.39〕 

 

2.43 

〔7.39〕 

 

左側斜面法尻からシームを通って右側斜面法尻に抜けるす
べり面 

※１ 基準地震動（+,+）は反転なし，（-,+）は水平反転，（+,-）は鉛直反転，（-,-）は水平反転かつ鉛直反転を示す。 

※２ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。 

※３ 破線は液状化影響を考慮する範囲 0 50m

0 50m

0 50m

0 50m

0 50m

0 50m

【凡例】

※３ ：  
すべり安全率 
（バラつきを考慮した強度） 
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第 3.6.1－4 表(3) すべり安全率（ガスタービン発電機建物 ③－③’断面） 

 

 
 すべり面形状 基準※１ 

地震動 
最小すべり※２ 

安全率 

 

 すべり面形状 基準※１ 
地震動 

最小すべり※２ 
安全率 

１ 

 

Ss-D 

（+,+） 

2.90 

〔8.57〕 
５ 

 

Ss-N1 

（-,+） 

2.02 

〔7.75〕 

基礎底面のすべり面（ガスタービン発電機建物のみを通る
切上がりを考慮しないすべり面） 

シーム沿いのすべり面（ガスタービン発電機建物右端から
シームを通って埋戻土部に抜けるすべり面） 

２ 

 
Ss-N1 

（-,+） 

1.64 

〔7.70〕 

 

1.63 

〔7.70〕 

６ 

 
Ss-N1 

（+,+） 

3.63 

〔7.46〕 

シーム沿いのすべり面（斜面法尻からシームを通ってガス
タービン発電機建物左端に抜けるすべり面） 

シーム沿いのすべり面（ガスタービン発電機建物右端から
シームを通ってガスタービン発電機建物左端に抜けるすべ
り面） 

３ 

 
Ss-N1 

（-,+） 

1.98 

〔7.74〕 
７ 

 
Ss-N1 

（-,+） 

2.54 

〔7.75〕 

シーム沿いのすべり面（ガスタービン発電機建物右端から
シームを通って埋戻土部に抜けるすべり面） 

シーム沿いのすべり面（ガスタービン発電機建物右端から
シームを通って地表に抜けるすべり面） 

４ 

 
Ss-N1 

（+,+） 

3.12 

〔7.45〕 

 

シーム沿いのすべり面（ガスタービン発電機建物右端から
シームを通ってガスタービン発電機建物左端に抜けるすべ
り面） 

※１ 基準地震動（+,+）は反転なし，（-,+）は水平反転，（+,-）は鉛直反転，（-,-）は水平反転かつ鉛直反転を示す。 

※２ 〔 〕は，発生時刻（秒）を示す。 

ガスタービン
発電機建物

0 50m

ガスタービン
発電機建物

0 50m

ガスタービン
発電機建物

0 50m

ガスタービン
発電機建物

0 50m

ガスタービン
発電機建物

0 50m

ガスタービン
発電機建物

0 50m

ガスタービン
発電機建物

0 50m

【凡例】

：埋戻土（購入土）

： すべり安全率 
（バラつきを考慮した強度） 
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第
3.
6.
1
－
4
表
(
4)

 
す
べ
り
安

全
率
（

防
波

壁
（
多
重

鋼
管
杭

式
擁

壁
）

 
④

－
④

’
断

面
）

 

  

 
す
べ
り
面
形
状
 

基
準

※
１
 

地
震
動
 

最
小

す
べ
り

※
２
 

安
全

率
 

 

 
す
べ
り
面
形
状

 
基
準

※
１
 

地
震
動
 

最
小
す
べ
り

※
２
 

安
全
率
 

１
 

 

S
s
-
N1
 

（
-
,+
）
 

1
.
6
7 

〔
7
.5
5〕

 
 

1
.
6
0 

〔
7
.5
5〕

 

３
 

 

S
s
-
D 

（
-
,-
）
 

2
.
3
8 

〔
1
2.
9
0〕

 

防
波
壁
底

面
を

通
る

す
べ

り
面

 
防

波
壁
右

側
か

ら
シ

ー
ム

を
通

っ
て

防
波

壁
左

側
に

抜
け
る
す

べ
り

面
 

２
 

 

S
s
-
N1
 

（
-
,+
）
 

1
.
7
7 

〔
7
.5
6〕

 
４
 

 

S
s
-
N1
 

（
-
,+
）
 

2
.
6
2 

〔
7
.5
7〕

 

防
波
壁
右

側
か

ら
シ

ー
ム

を
通

っ
て

防
波

壁
左
側

に
抜

け
る
す

べ
り

面
 

防
波
壁
右

側
か

ら
シ

ー
ム

を
通

っ
て

防
波

壁
左

側
に

抜
け
る
す

べ
り

面
 

0
5
0
m

防
波
壁

防
波

壁

0
50

m

防
波
壁

0
50

m

防
波
壁

0
50

m

※
１

 
基
準
地
震
動
（

+,
+）

は
反
転
な
し

，（
-
,+
）
は
水
平
反
転

，（
+
,
-）

は
鉛
直
反
転
，（

-,
-）

は
水
平
反
転
か
つ
鉛
直
反
転

を
示
す
。
 

※
２

 
〔

 〕
は
，
発
生
時
刻
（
秒
）
を
示
す
。
 

※
３

 
破
線
は
液
状
化
影
響
を
考
慮
す
る
範
囲
 

 
【
凡
例
】

※
３

：
 

 
す
べ
り
安
全
率
 

（
バ
ラ
つ
き
を
考
慮
し
た
強
度
）
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第
3.
6.
1
－

4
表
(
5
)
 

す
べ
り
安

全
率
（

防
波

壁
（
逆
Ｔ

擁
壁

）
 

⑤
－

⑤
’

断
面

）
 

                    

   

  
す
べ
り
面
形
状
 

基
準

※
１
 

地
震
動
 

最
小

す
べ
り

※
２
 

安
全

率
 

 

 
す
べ
り
面
形
状
 

基
準

※
１
 

地
震
動
 

最
小
す
べ
り

※
２
 

安
全
率
 

１
 

 

S
s
-
N1
 

（
+
,+

）
 

5
.
9
0 

〔
7
.7
7〕

 
３
 

 

S
s
-
D 

（
+
,+

）
 

2
.
2
3 

〔
1
3.
1
0〕

 

逆
Ｔ
擁
壁

底
面
を

通
る

す
べ

り
面

 
B
2
7
シ

ー
ム
を

通
る
す

べ
り

面
 

２
 

 

S
s
-
D 

（
+
,+

）
 

8
.
1
8 

〔
1
3.
1
5〕

 
４
 

 

S
s
-
D 

（
-
,-

）
 

 
1
.
8
8 

〔
8
.9
8〕

 
  

1
.
5
2 

〔
8
.9

8〕
 

地
盤
改
良

部
底
面

を
通

る
す

べ
り

面
 

B
2
5・

2
6
シ
ー

ム
を
通

る
す

べ
り

面
 

※
１
 
基
準
地
震
動
（

+,
+）

は
反
転
な
し
，
（

-,
+）

は
水
平
反
転
，
（

+,
-）

は
鉛
直
反
転
，
（
-
,-
）
は
水
平
反
転
か
つ
鉛
直
反
転
を
示
す
。

 

※
２
 
〔

 〕
は
，
発
生
時
刻
（
秒
）
を
示
す
。
 

※
３
 
破
線
は
液
状
化
影
響
を
考
慮
す
る
範
囲

 

※
４
 
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
は
モ
デ
ル
化
せ
ず
，
安
全
率

算
定
時
に

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
に
よ
る
緊
張
力
を
考
慮
す
る

。
 

 

 

※
３
 

：
改
良
地
盤
①

 
：
改
良
地
盤
②

 
：
改
良
地
盤
③

 

：
 

 

す
べ
り
安
全
率
（
バ
ラ
つ
き
を
考
慮
し
た
強
度
）
 

【凡
例
】 

 

0
50

m

改
良
地
盤

0
5
0
m

改
良

地
盤

0
5
0
m

改
良
地
盤

0
5
0
m

改
良

地
盤



  

6－3－177  

 

第
3.

6.
1-
5表

 
地
震

時
の
最
大
接
地
圧

 

   
 

対
象
施
設
 

基
準
地
震
動
 

地
震
時
最
大
接
地
圧
 

（
N/
mm

2
）
 

〔
発
生
時
刻
（
秒
）〕

 

基
礎
地
盤
支
持
力
の
評
価
基
準
値
 

（
N/
mm

2
）
 

２
号
炉
原
子
炉
建
物
 

Ss
-D
 

（
-,
-）
 

2.
19
 
 

〔
14
.5
8
〕
 

9.
8
以
上
 

防
波
壁
（
多
重
鋼
管
杭
式
擁
壁
）
 

Ss
-D
 

（
-,
-）
 

2.
39
 

〔
8.
80

〕
 

9.
8
以
上
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
 

Ss
-D
 

（
-,
-）
 

1.
01
 

〔
9.
03

〕
 

3.
9
 

防
波
壁
（
逆
Ｔ
擁
壁
）
 

Ss
-Ｆ

2 
0.
38
 

〔
15
.4
3
〕
 

1.
4
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第
3.
6.
1
-
6
表
 

各
施

設
に
お
け

る
基
礎

底
面

の
最
大
相

対
鉛

直
変

位
及

び
最

大
傾

斜
 

   
 

対
象
施
設
 

検
討
断
面
 

基
準
地
震
動

※
 

最
大
相
対
鉛
直
変
位
 

（
cm
）
 

〔
発
生
時
刻
（
秒
）〕
 

最
大
傾
斜
 

評
価
基
準
値
 

の
目
安
 

２
号
炉
原
子
炉
建
物
 

①
－
①
’
断
面
 

（
南
北
）
 

Ss
-D
 

（
-,
+）

 
0.
31
  
 

〔
8.
60
〕
 

1/
22
,0
00
 

1/
2,
00
0
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
 

③
－
③
’
断
面
 

（
南
北
）
 

Ss
-D
 

（
+,
-）

 
0.
17
 

〔
10
.0
9〕
 

1/
28
,0
00
 

防
波
壁
（
多
重
鋼
管
杭
式
擁
壁
）
 

④
－
④
’
断
面
 

（
南
北
）
 

Ss
-D
 

（
+,
-）

 
0.
00
56
 

〔
10
.0
8〕
 

1/
39
,0
00
 

防
波
壁
（
逆

T
擁
壁
）
 

⑤
－
⑤
’
断
面
 

（
東
西
）
 

Ss
-D
 

（
+,
-）

 
5.
38
 

〔
34
.5
1〕
 

1/
15
8 
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第
3
.
6.

1-
7
表
 
地
殻

変
動

及
び
地
震
動

に
よ
る

最
大
傾

斜
の

重
畳

 

※
 
①

と
②

の
傾

斜
方
向
が
異
な
る
場
合
も
，
保
守
的
に
①
と
②
の
傾
斜
を
足
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
評
価
を
実
施
す
る
。
 

対
象

断
層
 

評
価

施
設
 

①
地
殻
変
動
に
よ
る
傾
斜
 

②
地

震
動
に

よ
る
最

大
傾
斜
 

①
＋

②
 

地
殻

変
動
及

び
地
震

動
を
考

慮
し

た
最
大

傾
斜

※
 

最
大
傾
斜
 

傾
斜
方
向
 

最
大

傾
斜
 

傾
斜

方
向
 

陸
域

活
断
層
 

（
宍

道
断
層

）
 

２
号

炉
原
子

炉
建
物
 

1/
17

,0
00
 

（
不
確
か
さ
ケ
ー
ス
 

（
断
層
傾
斜
角
）
）
 

西
方
向
 

1/
22
,0
00
 

（
Ｓ

ｓ
－
Ｄ

）
 

北
方

向
 

1/
9,
00
0 

ガ
ス

タ
ー
ビ

ン
発
電
機
建
物
 

1/
15

,0
00
 

（
不
確
か
さ
ケ
ー
ス
 

（
断
層
傾
斜
角
）
）
 

西
方
向
 

1/
28
,0
00
 

（
Ｓ

ｓ
－
Ｄ

）
 

北
方

向
 

1/
9,
00
0 

海
域

活
断
層
 

（
F-

Ⅲ
～
F
-Ⅴ

断
層

）
 

２
号

炉
原
子

炉
建
物
 

1/
19

,0
00
 

（
下
降
最
大
ケ
ー
ス
）
 

東
方
向
 

1/
22
,0
00
 

（
Ｓ

ｓ
－
Ｄ

）
 

北
方

向
 

1/
10
,0
00
 

ガ
ス

タ
ー
ビ

ン
発
電
機
建
物
 

1/
18

,0
00
 

（
下
降
最
大
ケ
ー
ス
）
 

東
方
向
 

1/
28
,0
00
 

（
Ｓ

ｓ
－
Ｄ

）
 

北
方

向
 

1/
10
,0
00
 

陸
域

活
断
層
 

（
宍

道
断
層

）
 

防
波

壁
 

（
多

重
鋼
管

杭
式
擁
壁
）
 

1/
22

,0
00
 

（
不
確
か
さ
ケ
ー
ス
 

（
す
べ
り
角
）
）
 

北
方
向
 

1/
39
,0
00
 

（
Ｓ

ｓ
－
Ｄ

）
 

北
方

向
 

1/
14
,0
00
 

防
波

壁
 

（
逆

Ｔ
擁
壁
）
 

1/
17

,0
00
 

（
不
確
か
さ
ケ
ー
ス
 

（
断
層
傾
斜
角
）
）
 

東
方
向
 

1/
15
8 

（
Ｓ

ｓ
－
Ｄ

）
 

東
方

向
 

1/
15
6 

海
域

活
断
層
 

（
F-

Ⅲ
～
F
-Ⅴ

断
層

）
 

防
波

壁
 

（
多

重
鋼
管

杭
式
擁
壁
）
 

1/
22

,0
00
 

（
上
昇
最
大
ケ
ー
ス
）
 

北
方
向
 

1/
39
,0
00
 

（
Ｓ

ｓ
－
Ｄ

）
 

北
方

向
 

1/
14
,0
00
 

防
波

壁
 

（
逆

Ｔ
擁
壁
）
 

1/
17

,0
00
 

（
下
降
最
大
ケ
ー
ス
）
 

西
方
向
 

1/
15
8 

（
Ｓ

ｓ
－
Ｄ

）
 

東
方

向
 

1/
15
6 
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第
3
.6

.
2-

1表
(1

)
 
評

価
対
象
斜

面
の
選

定
結

果
（
グ

ル
ー

プ
Ａ

）
 

    
 

耐
震
重
要
施
設
等
に
影
響
す
る

 

お
そ
れ
の
あ
る
斜
面
 

グ
ル
ー
プ
Ａ
 

（
T.
P.
+1
5m

以
下
）
 

影
響
要
因
 

該
当
す
る
 

影
響
要
因
 

簡
便
法
の
 

最
小
す
べ
り
 

安
全
率
 

選
定
理
由
 

①
 

構
成
す
る
岩
級
 

②
 

斜
面
高
さ
 

③
 

斜
面
の
勾
配
 

④
 

シ
ー
ム
の
 

分
布
の
有
無
 

２
号
炉
南
側
切
取
斜
面
 

C
H，

C
M，

C
L
級
 

9
4
m 

1
：
1
.5
 

あ
り
 

①
，
②
，
④
 

2
.
41
 

・
C
L
級
岩
盤
が
分
布
す
る
こ
と
，
斜
面
高
さ
が
最
も
高
い
こ

と
，
シ
ー
ム
が
分
布
す
る
こ
と
，
及
び
簡
便
法
の
す
べ
り

安
全
率
が
低
い
こ
と
か
ら
，
評
価
対
象
斜
面
に
選
定
す
る
。 

防
波
壁
（
西
端
部
）
 

周
辺
斜
面
 

C
H，

C
M，

C
L，

D
級
 

7
6
m 

1
：
2
.9
 

な
し
 

①
 

2
.
43
 

・
２
号
炉
南
側
切
取
斜
面

に
比
べ
，
表
層
に

D
級
岩
盤
が
分

布
す
る
が
，
斜
面
高
さ
が
低
い
こ
と
，
平
均
勾
配
が
緩
い

こ
と
，
シ
ー
ム
が
分
布
し
な
い
こ
と
，
及
び
簡
便
法
の
す

べ
り
安
全
率
が
大
き
い
こ
と
か
ら
，

２
号
炉
南
側
切
取
斜

面
の
評
価
に
代
表
さ
せ
る
。
 

防
波
壁
（
東
端
部
）
 

周
辺
斜
面
 

C
H，

C
M，

C
L，

D
級
 

6
0
m 

1
：
2
.8
 

（
一
部
，
 

1
：
0
.7

の
 

急
勾
配
部
あ
り
）
 

な
し
 

①
 

2
.
82
 

 
 

 
 
：
番

号
を
付

与
す
る
影
響
要
因

 
 

 
 

 
 

 ：
影
響
要

因
の

番
号

付
与
が

多
い
（
簡

便
法

の
す
べ

り
安

全
率
が

小
さ
い
）
 

 
 

 
 

 
：
選

定
し
た
評

価
対

象
斜
面

 

 
評
価
対

象
斜

面
に
選

定
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第
3
.6

.
2-

1表
(2

)
 
評

価
対
象
斜

面
の
選

定
結

果
（
グ

ル
ー

プ
Ｃ

）
 

   

上
位
ク
ラ
ス
施
設
に
影
響
す
る
 

お
そ
れ
の
あ
る
斜
面
 

グ
ル
ー
プ
Ｂ
 

（
T.
P.
+4
4m
～

50
m）
 

影
響
要
因
 

該
当
す

る
 

影
響
要

因
 

簡
便
法
の
 

最
小
す
べ
り
 

安
全
率
 

選
定
理
由
 

【
影
響
要
因
①
】
 

構
成
す
る
岩
級
 

【
影
響
要
因
②
】
 

斜
面
高
さ
 

【
影
響
要
因
③
】
 

斜
面
の
勾
配
 

【
影
響
要
因
④
】
 

シ
ー
ム
の
分
布
 

の
有
無
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
建
物
 

周
辺
斜
面
 

C
H，

CM
，
C
L，

D
級
 

9
4 

1
：
1
.2
，

1：
1
.5
 

あ
り
 

①
，
②

，

③
，
④
 

1
.
51
 

・
緊
急
時
対
策
所
周
辺
斜
面
に
比
べ
，
Ｄ
級
岩
盤
が

斜
面
表
層
に
分
布
す
る
こ
と
，
斜
面
高
さ
が
高
い
こ

と
，
斜
面
勾
配
が
急
な
こ
と

，
法
尻
付
近
に
シ
ー
ム

が
分
布
す
る
こ
と
，
及
び
簡
便
法
の
最
小
す
べ
り
安

全
率
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
，
評
価
対
象
斜
面
に
選
定

す
る
。
 

緊
急
時
対
策
所
周
辺
斜
面
 

C
M，

C
L
級
 

2
5 

1
：
1
.5
 

な
し
 

①
 

2
.
90
 

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
周
辺
斜
面
に
比
べ
，

Ｄ
級
岩
盤
が
分
布
し
な
い
こ
と
，
斜
面
高
さ
が
低
い

こ
と
，
斜
面
勾
配

が
緩
い
こ
と
，
シ
ー
ム
が
分
布
し

て
い
な
い
こ
と
，
及
び
簡
便
法
の
最
小
す
べ
り
安
全

率
が
大
き
い
こ
と
か
ら
，
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建

物
周
辺
斜
面
の
評
価
に
代
表
さ
せ
る
。
 

 
評
価
対

象
斜
面

に
選

定
 

 
 

 
 
：
番

号
を
付

与
す
る
影
響
要
因

 
 

 
 

 
 

 ：
影
響
要
因

の
番
号

付
与
が

多
い
（
簡

便
法

の
す
べ

り
安

全
率
が

小
さ
い
）
 

 
 

 
 

 
 ：
選

定
し
た
評

価
対
象
斜
面
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第
3.
6.
2
－

2
表
(
1
)
 

す
べ
り
安

全
率
（

２
号

炉
南
側
切

取
斜
面

 
①

－
①

’
断

面
）

 

     

 
す
べ
り
面
形
状
 

基
準

※
１
 

地
震
動
 

最
小

す
べ
り

※
２
 

安
全

率
 

 

 
す
べ
り
面
形
状

 
基
準

※
１
 

地
震
動
 

最
小
す
べ
り

※
２
 

安
全
率
 

１
 

 

S
s
-
D 

（
+
,-
）
 

1
.
6
2 

〔
1
4.
6
3〕

 
３
 

 

S
s
-
N1
 

（
-
,+
）
 

1
.
5
6 

〔
7
.4
5〕

 

 

1
.
5
1 

〔
7
.4
5〕

 

シ
ー
ム
沿

い
の

す
べ

り
面
（

法
肩

か
ら

シ
ー

ム
を

通
っ

て
斜
面
中

腹
に

抜
け

る
す

べ
り

面
））

 

シ
ー
ム
沿

い
の

す
べ

り
面
（

法
肩

か
ら

シ
ー

ム
を

通
っ

て
，
法
尻

の
C
M
級

と
CH
級

の
岩

級
境

界
付

近
の

 
C
M
級
岩
盤

内
を

通
っ

て
法

尻
に

抜
け

る
す

べ
り

面
）

 

２
 

 

S
s
-
N1
 

（
-
,+
）
 

1
.
6
6 

〔
7
.4
5〕

 
４
 

 

S
s
-
D 

（
-
,+
）
 

1
.
5
7 

〔
1
9.
1
5〕

 

シ
ー
ム
沿

い
の

す
べ

り
面
（

法
肩

か
ら

シ
ー

ム
を

通
っ

て
，
法
尻

の
C
M
級

と
CH
級

の
岩

級
境

界
付

近
の

CM
級

岩
盤
内
を

通
っ

て
法

尻
に

抜
け

る
す

べ
り

面
）

 
簡

便
法
に

よ
り

設
定

し
た

す
べ

り
面

 

0
5
0
m

0
5
0
m

0
5
0
m

0
5
0
m

※
１
 
基
準
地
震
動
（

+,
+）

は
反
転
な
し
，
（

-,
+）

は
水
平
反
転
，
（

+,
-）

は
鉛
直
反
転
，
（

-
,-
）
は
水
平
反
転
か
つ
鉛
直
反
転
を
示
す
 

※
２
 
〔

 〕
は
，
発
生
時
刻
（
秒
）
を
示
す
。
 

 
【凡

例
】

：
 

 
す
べ
り
安
全
率
 

（
バ
ラ
つ
き
を
考
慮
し
た
強
度
）
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第
3.
6.
2
－

2
表
(
2
)
 

す
べ
り
安

全
率
（

２
号

炉
西
側
切

取
斜
面

 
②

－
②

’
断

面
）

 

     

 
す
べ
り
面
形
状
 

基
準

※
１
 

地
震
動
 

最
小
す
べ
り

※
２
 

安
全
率
 

 

１
 

 

Ss
-D
 

（
-,
+）

 

5.
89
 

〔
8.
55
〕
 

 
5.
75
 

〔
8.
55
〕
 

 

簡
便
法
に
よ
り
設
定
し
た
す
べ
り
面

 

※
１
 
基
準
地
震
動
（

+,
+）

は
反
転
な
し
，
（

-,
+）

は
水
平
反
転
，
（

+,
-）

は
鉛
直
反
転
，
（

-
,-
）
は
水
平
反
転
か
つ
鉛
直
反
転
を
示
す
 

※
２
 
〔

 〕
は
，
発
生
時
刻
（
秒
）
を
示
す
。
 

 

0
5
0
m

【凡
例
】

【
凡
例
】

旧
表
土

※
３

【
凡
例
】

旧
表
土

※
３

 
【
凡
例
】

：
 

 
す
べ
り
安
全
率
 

（
バ
ラ
つ
き
を
考
慮
し
た
強
度
）
 

：
 

 

す
べ
り
安
全
率
（
バ
ラ
つ
き
を
考
慮
し
た
強
度
）
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第
3.
6.
2
－

2
表
(
3
)
 

す
べ
り
安

全
率
（

２
号

炉
南
側
盛

土
斜
面

 
③

－
③

’
断

面
）

 

  

 
す
べ
り
面
形
状
 

基
準

※
１
 

地
震
動
 

最
小

す
べ
り

※
２
 

安
全

率
 

 

 
す
べ
り
面
形
状

 
基
準

※
１
 

地
震
動
 

最
小
す
べ
り

※
２
 

安
全
率
 

１
 

 

S
s
-
N2
 

（
N
S）

 
（

-
,+
）
 

2
.
0
9 

〔
2
5.
1
0〕

 
３
 

 

S
s
-
D 

（
-
,+
）
 

1
.
6
1 

〔
1
3.
1
5〕

 

 

1
.
5
6 

〔
1
3.
1
5〕

 

簡
便
法
に

よ
り

設
定

し
た

す
べ

り
面
 

法
尻
部
の

液
状

化
範

囲
を

通
る

す
べ

り
面

 

２
 

 

S
s
-
N2
 

（
N
S）

 
（

+
,+

）
 

1
.
9
4 

〔
2
4.
4
3〕

 
 

弱
層
（
旧

表
土

）
を

通
る

す
べ

り
面

 

0
5
0
m

最
小

す
べ

り
安

全
率

の
す
べ
り
面

過
剰
間
隙
水
圧
比

0
.9

5以
上
の
範
囲

※
１
 
基
準
地

震
動
（

+,
+）

は
反
転
な
し
，
（

-,
+）

は
水
平
反
転
，
（

+,
-）

は
鉛
直
反
転
，
（

-
,-
）
は
水
平
反
転
か
つ
鉛
直

反
転
を
示
す
 

※
２

 
〔

 〕
は
，
発
生
時
刻
（
秒
）
を
示
す
。
 

※
３

 
破
線
は

液
状
化
影
響
を
考
慮
す
る
範
囲
 

 
【
凡
例
】

：
 

 
す
べ
り
安
全
率
 

（
バ
ラ
つ
き
を
考
慮
し
た
強
度
）
 

【
凡
例
】

旧
表
土

※
３

：
 

 

す
べ
り
安
全
率
（
バ
ラ
つ
き
を
考
慮
し
た
強
度
）
 

【
凡
例
】

旧
表
土

※
３

【
凡
例
】

旧
表
土

※
３
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第
3.
6.
2
－

2
表

(
4
)
 

す
べ
り
安

全
率
（

ガ
ス

タ
ー
ビ
ン

発
電
機

建
物

周
辺

斜
面

 
④

－
④

’
断

面
）

 

 

 

 
す
べ
り
面
形
状
 

基
準

※
１
 

地
震
動
 

最
小

す
べ
り

※
２
 

安
全

率
 

 

 

 

１
 

 

S
s
-
N1
 

（
+
,+

）
 

2
.
0
7 

〔
7
.5
9〕

 

 

1
.
6
8 

〔
7
.5
9〕

 

 

シ
ー
ム
沿

い
の

す
べ

り
面
（

斜
面

中
腹

あ
る

い
は

斜
面

上
方
か
ら

シ
ー

ム
を

通
り

斜
面

法
尻

付
近

へ
抜
け

る
す

べ
り
面

）
 

２
 

 

S
s
-
N1
 

（
-
,+
）
 

2
.
2
5 

〔
7
.5
8〕

 

簡
便
法
で

設
定

し
た

す
べ

り
面

 

※
１
 
基
準
地
震
動
（

+,
+）

は
反
転
な
し
，
（

-,
+）

は
水
平
反
転
，
（

+,
-）

は
鉛
直
反
転
，
（

-
,-
）
は
水
平
反
転
か
つ
鉛
直
反
転
を
示
す
 

※
２

 
〔

 〕
は
，
発
生
時
刻
（
秒
）
を
示
す
。

 0
50

m

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
建
物

【
凡
例
】

旧
表
土

※
３

 

 
【
凡
例
】

：
 

 
す
べ
り
安
全
率
 

（
バ
ラ
つ
き
を
考
慮
し
た
強
度
）
 

：
 

 

す
べ
り
安
全
率
 

（
バ
ラ
つ
き
を
考
慮
し
た
強
度
）
 

【
凡
例
】

 
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
建
物

0
50

m



 

 

第 3.7－1表(1) 地質調査実施会社一覧表（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調  査  名 実施年度 会 社 名 摘  要 

ボーリング調査 

昭和 51 年度 

昭和 55～57 年度 

平成 7年度 

平成 9～11年度 
 

平成 14 年度 
 

平成 18～21年度 

平成 23～24 年度 

平成 26～27 年度 

平成 29 年度 

令和元年度 

平成 9～10年度 

平成 13 年度 

平成 14 年度 

平成 18～21 年度 

平成 26～27 年度 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

鹿島建設・中電技術コンサル 
タント共同企業体 

鹿島建設・中電技術コンサル 
タント共同企業体 

中電技術コンサルタント㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

応用地質㈱ 

総合地質調査㈱ 

応用地質㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

㈱阪神コンサルタンツ 

敷地内 

敷地内 

敷地内 

敷地内 
 

敷地内 
 

敷地内 

敷地内 

敷地内 

敷地内 

敷地内 

敷地周辺陸域 

敷地周辺陸域 

敷地周辺陸域 

敷地周辺陸域 

敷地周辺陸域 

試掘坑調査 

昭和 43 年度 

昭和 55 年度 

昭和 56 年度 

平成 9～11年度 
 

平成 14 年度 

 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設・中電技術コンサル 
タント共同企業体 

鹿島建設・中電技術コンサル 
タント共同企業体 

敷地内 

敷地内 

敷地内 

敷地内 
  

敷地内 
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第 3.7－1表(2) 地質調査実施会社一覧表（その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調  査  名 実 施 年 度 会 社 名 摘  要 

弾性波試験 

昭和 51 年度 

昭和 55 年度 

昭和 56 年度 

平成 7年度 

平成 9～10年度 
 

平成 9～10年度 

平成 14 年度 

平成 19～21 年度 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

鹿島建設・中電技術コンサル 
タント共同企業体 

応用地質㈱ 

応用地質㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

敷地内 

敷地内 

敷地内 

敷地内 

敷地内 
 

敷地周辺陸域 

敷地周辺陸域 

敷地周辺陸域 

岩石試験 

昭和 51 年度 

昭和 55 年度 

昭和 56 年度 

平成 9～11年度 
 

平成 14 年度 
 

平成 18～21 年度 

平成 29～30 年度 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設・中電技術コンサル 
タント共同企業体 

鹿島建設・中電技術コンサル 
タント共同企業体 

中電技術コンサルタント㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

敷地内 

敷地内 

敷地内 

敷地内 
 

敷地内 
 

敷地内 

敷地内 

岩盤試験 

昭和 51 年度 

昭和 55 年度 

昭和 56 年度 

平成 9～11年度 

 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設㈱ 

鹿島建設・中電技術コンサル 
タント共同企業体 

敷地内 

敷地内 

敷地内 

敷地内 
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第 3.7－1表(3) 地質調査実施会社一覧表（その３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調  査  名 実 施 年 度 会 社 名 摘  要 

地質調査 

昭和 51 年度 

昭和 53 年度 

昭和 54 年度 

昭和 56～57 年度 

昭和 53 年度 

昭和 56 年度 

昭和 57 年度 

平成 9～10年度 

平成 9～11年度 

平成 12～13 年度 

平成 14 年度 

平成 18～21 年度 

平成 19～20 年度 
 

平成 21～22 年度 

平成 19～20 年度 

平成 19～20 年度 

平成 22 年度 

平成 26～27 年度 

平成 26～27 年度 

平成 26～27 年度 

平成 26～27 年度 

平成 27～28 年度 

平成 28～29 年度 

平成 29～30 年度 

㈱ダイヤコンサルタント 

㈱応用地質調査事務所 

㈱応用地質調査事務所 

㈱応用地質調査事務所 

復建調査設計㈱ 

総合地質調査㈱ 

総合地質調査㈱ 

応用地質㈱ 

総合地質調査㈱ 

総合地質調査㈱ 

応用地質㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

鹿島建設・中電技術コンサル 
タント共同企業体 

中電技術コンサルタント㈱ 

総合地質調査㈱ 

総合地質調査㈱ 

総合地質調査㈱ 

総合地質調査㈱ 

総合地質調査㈱ 

㈱阪神コンサルタンツ 

中電技術コンサルタント㈱ 

鹿島建設㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

中電技術コンサルタント㈱ 

敷地周辺陸域 

敷地周辺陸域 

敷地周辺陸域 

敷地周辺陸域 
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第 3.5－1図 試掘坑平面図 
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第 3.5－2図(1) 岩石試験試料採取位置図（その１） 

２号炉原子炉建物 
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第 3.5－2図(2) 岩石試験試料採取位置図（その２） 

２号炉原子炉建物 
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第 3.5－3図 坑内弾性波試験位置図 

２号炉原子炉建物 
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第 3.5－4図(1) 平板載荷試験位置図（その１） 

２号炉原子炉建物 
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第 3.5－4図(2) 平板載荷試験位置図（その２） 

２号炉原子炉建物 
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第 3.5－5図 平板載荷試験装置概略図 

6－3－619
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第 3.5－7図(1) ブロックせん断試験位置図（その１） 
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第 3.5－7図(2)  ブロックせん断試験位置図（その２） 
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第 3.5－9図 ブロックせん断試験変位計位置図 
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第 3.5－10 図 ブロックせん断試験載荷パターン 
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第 3.5－11 図 孔内載荷試験装置概略図 

6－3－626



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

載
荷
速
度
 

0.
49
N/

mm
2 /
分
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
載
荷
速

度
 

0.
98
N/

mm
2 /
分
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

0
 5
 

1
0
 

1
5
 

応  力（N/mm
2
） 

第
3
.
5
－
1
2
図
 

孔
内

載
荷
試
験

載
荷
パ

タ
ー

ン
 

6－3－627



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3.5－13 図 坑間弾性波試験範囲図 

２号炉原子炉建物 
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第 3.5－20 図(1) 平板載荷試験結果図（その１） 
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第 3.5－20 図(2) 平板載荷試験結果図（その２） 

12.5 

10.0 

7.5 

5.0 

2.5 

0 

応
力
（
N
/
m
m
２
）
 

Ｅ坑 凝灰岩ＣＨ（水平） 

6－3－648



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3.5－20 図(3) 平板載荷試験結果図（その３） 

12.5 

10.0 

7.5 

5.0 

2.5 

0 

応
力
（
N
/
m
m
２
）
 

Ｅ坑 凝灰岩ＣＨ（平行） 

6－3－649



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3.5－20 図(4) 平板載荷試験結果図（その４） 
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第 3.5－20 図(5) 平板載荷試験結果図（その５） 
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第 3.5－20 図(6) 平板載荷試験結果図（その６） 
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第 3.5－20 図(7) 平板載荷試験結果図（その７） 
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第 3.5－20 図(8) 平板載荷試験結果図（その８） 
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第 3.5－20 図(9) 平板載荷試験結果図（その９） 
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第 3.5－20 図(10) 平板載荷試験結果図（その 10） 
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第 3.5－20 図(11) 平板載荷試験結果図（その 11）  
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第 3.5－21 図(1) ブロックせん断試験結果図（その１） 
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第 3.5－21 図(2) ブロックせん断試験結果図（その２） 
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第 3.5－21 図(3) ブロックせん断試験結果図（その３） 
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第 3.5－21 図(4) ブロックせん断試験結果図（その４） 
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第 3.5－21 図(5) ブロックせん断試験結果図（その５） 
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第 3.5－21 図(6) ブロックせん断試験結果図（その６） 
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第 3.5－21 図(7) ブロックせん断試験結果図（その７） 
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第 3.5－23 図 載荷方向と変形係数の関係 
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第 3.5－24 図(1) 透水試験結果図（その１） 
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第 3.5－24 図(2) 透水試験結果図（その２） 
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第 3.5－24 図(3) 透水試験結果図（その３） 
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第 3.5－24 図(4) 透水試験結果図（その４） 
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第 3.5－24 図(5) 透水試験結果図（その５） 
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設
の
基
礎
地
盤
に
対
し
，
対
策

工
等
の
検
討
を
行
う

・
対
策
工
等
を
反
映
後
，
再
度
，
全
施
設
を
対
象
に
，
代
表
施
設
の
選

定
及
び
評
価
対
象
断
面
の
選
定
を
行
う

・
各
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
，
施
設
毎
の
基
礎

地
盤
安
定
性
の
影
響
要
因
に
つ
い
て
比
較
し
，
以
下
の
観
点
か
ら
影
響
要
因
の
番
号
を
付
与
す
る

①
基
礎
地
盤
の
岩
級

，
地
形
等

：
基
礎
地
盤
に

低
位
岩
級
（
C
L，

D級
）
が
分
布

す
る
施
設
，
ま
た
は
基
礎
地
盤
が
特
徴
的
な
施
設
に
番
号
を
付
与
す
る

②
施
設
直
下
の
シ
ー
ム

の
分
布

：
直
下
に
シ
ー
ム
が
分
布
す
る
施
設
に
番
号
を
付
与

す
る

③
施
設
重
量

：
施
設
総
重
量
（
単
位
奥
行
当
た
り
の
施
設
重
量
）
が
最
も
大
き
い
施
設
に
番
号
を
付
与
す
る

※
１

④
杭
底
面
幅

：
横
断
方
向

の
杭
底
面
幅
が

狭
い
施
設
に
番
号
を
付
与

す
る
【
杭
基
礎
の
み

】

⑤
埋
戻
土
層
等
の
厚
さ

：
周
辺

の
埋
戻
土
層
等
が
厚
い
施
設
に
番
号
を
付
与
す
る
【
防
波
壁
の
み
】

⑥
杭
の
根
入
長

：
杭
の
根
入
長
が
短
い
施
設
に
番
号
を
付
与
す
る
【
杭
基
礎
の
み
】

・
防
波
壁
は
，
延
長
の
長
い
線
状
構
造
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
縦
断
方
向
の
地
質
等
の
変
化
を
踏
ま
え
，
横
断
方
向
に
複
数
の
検
討
断
面
を
設
定
し
，
影
響
要
因
を
確
認
す
る

評
価
対
象
断
面

に
選
定
し
，

２
次
元
動
的

FE
M解

析
を
実
施

す
べ
り

安
全
率

1.
5を

上
回
る

且
つ

基
礎
の
接
地
圧

が
極
限
支
持
力
度
を
超
え
な
い

且
つ

基
礎
底
面
の
傾
斜
が
評
価
基
準
値
の
目
安
を

超
え
な
い

ま
た
は
，
基
礎
底
面
の
傾
斜
を
考
慮
し
て
も
施
設
の

構
造
成
立
性
が
確
保
さ
れ
る

N
o

基
礎

地
盤
の

地
震
に
よ
る
安
定
性
評
価
は

グ
ル
ー
プ
内
の

代
表
施
設
の
評
価
に
代
表
さ
せ
る

・
代
表
施
設
に
選
定
し
，
以
下
の
と
お
り
検
討
断
面
を
設
定
す
る

○
施
設
の
直
交
方
向
で
施
設
形
状
，
地
形
及
び
地
質
が
異
な
る
こ
と
か
ら
，
検
討
断
面
は
施
設
直
交
２
断
面
を
設
定
す
る

○
防
波
壁
の
場
合
は
，
代
表
施
設
の
選
定
の
際
に
設
定
し
た
検
討
断
面
を
全
て
使
用
す
る

・
代
表
施
設
の
選
定
と
同
様
の
観
点
か
ら
，
影
響
要
因
の
番
号
を
付
与
す
る

・
評
価
対
象
断
面
を
選
定
す
る
た
め
，
簡
便
法
も
実
施
す
る
（
検
討
断
面
を
全
て
選
定
す
る
場
合
を
除
く
）

代
表
施
設
内
で
影
響
要
因
の
番
号
付
与
数
が

最
多

※
３

ま
た
は

簡
便
法
の
す
べ
り
安
全
率
が
最
小

Y
es

※
３

影
響
要
因
の
番
号
付
与
数
が
最
多
の
検
討
断
面
が
複

数
存
在
す
る
場
合
，
簡
便
法
の
す
べ
り
安
全
率
が
最

小
と
な
る
断
面
を
評
価
対
象
断
面
に
選
定
す
る

※
１

施
設
総
重
量
が
同
じ
に

な
る
場
合
は
，

単
位
奥

行
当
た

り
の
施

設
重
量
が
大

き
い
方
に

番
号
を

付
与
す

る
※

２
影
響
要

因
の
番

号
付
与

数
が
最
多
の

施
設
が
複

数
存
在

す
る
場

合
，
そ
れ
ら

の
施
設
を

対
象
に

簡
便
法

を
実
施

し
，

最
小
す
べ

り
安
全

率
の
施

設
を
代
表
施

設
に
選
定
す
る

Y
es

N
o

N
o

Y
es

グ
ル
ー
プ
内
で
影
響
要
因
の
番
号
付
与
数
が

最
多

※
３

Y
es
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価
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第

3
.6

.1
-4
図
 
代
表

施
設
の
評
価
断
面

位
置

0
2
0
0
m

T
.P
.+
5
0
m

T
.P
.+
4
4
m

T
.P
.+
1
5
m
以
下

T
.P
.+
1
5
m
以
下

T
.P
.+
1
5
m
以
下

④

④
’

① ①
’

③

③
’

2
号
炉
原
子
炉
建
物

防
波
壁
（
多
重
鋼
管
杭
式
擁
壁
）

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物

②
②

’

⑤
⑤
’

【
凡
例
】

：
グ
ル
ー
プ
Ａ

（
T
.
P.
+1
5
m盤

以
下
，
防
波
壁
以
外
，
直
接
基
礎
）

：
グ

ル
ー
プ
Ｂ

（
T
.
P.
+4
4～

5
0m
盤
，
防
波
壁
以
外
，
直
接
基
礎
）

：
グ
ル
ー
プ
Ｃ

（
T
.
P.
+1
5
m盤

以
下
，
防
波
壁
，
杭
基
礎
）

：
グ

ル
ー
プ
Ｄ

（
T
.
P.
+1
5
m盤

以
下
，
防
波
壁
，
直
接
基
礎

）

：
評
価
対
象
断
面

防
波
壁
（
逆
T
擁
壁

）
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第

3.
6.
1-

5図
(1

)
 
解

析
用
要
素
分
割

図
(2

号
炉
原
子
炉
建
物

 
①
-
①

'断
面

) 

0
5
0
m

1
0
0

T
.P
（
m
） 5
0 0

-
5
0

-
1
0
0

-
1
5
0

-
2
0
0

-
2
1
5
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第
3.
6
.1

-
5図

(2
)
 

解
析
用
要
素
分
割

図
(2
号

炉
原
子
炉
建

物
 

②
-
②

'断
面
)
 

0
5
0
m

-
1
0
0

-
1
5
0

-
2
0
0

-
2
1
5

1
5
0

T
.P
（
m
） 5
0 0

-
5
0

1
0
0
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第
3.
6
.1

-5
図
(
3
) 

解
析
用
要
素
分
割

図
(ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

建
物

 
③

-③
'断

面
)
 

T
.P
.+
44
.0
m

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
建
物

0
5
0
m

-
1
0
0

-
1
5
0

-
2
0
0

-
2
1
5

1
5
0

T
.P
（
m
） 5
0 0

-
5
0

1
0
0
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第
3
.6
.1

-
5図

(4
) 

解
析
用
要
素
分
割

図
(
防
波

壁
（
多
重
鋼
管
杭
式

擁
壁

）
 

④
-④

'
断

面
)
 

 

T
.P
.+
15
.0
m

-
1
0
0

-
1
5
0

-
2
0
0

-
2
1
5

T
.P
（
m
） 5
0 0

-
5
0

0
5
0
m
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第

3
.6
.
1-

5図
(5

) 
解

析
用
要
素
分
割

図
(防

波
壁
（
逆
Ｔ
擁

壁
）

 
⑤

-
⑤
'
断

面
)
 

-
5
0

-
7
5

-
1
0
0

T
.P
（
m
） 2
5 0

-
2
5

0
5
0
m

T
.P
.+
8.
5m

T
.P
.+
6.
0m

：
改

良
地

盤
①

：
改

良
地

盤
②

改
良

地
盤
Ⅱ

：
改

良
地

盤
③

（
薬

液
注

入
工

法
）



 
 

 

6－3－716  

 

地
震

応
答

解
析

エ
ネ

ル
ギ

ー
伝

達
境

界

エ
ネ

ル
ギ

ー
伝

達
境

界

粘
性

境
界

半
無

限
地

盤

自 由 地 盤

自 由 地 盤

鉛 直 ロ ー ラ ー

鉛 直 ロ ー ラ ー

底
面

固
定

常
時

応
力

解
析

（
静

的
解

析
）
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境
界

条
件
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２
号
炉
原

子
炉
建

物
（

東
西
）

②
－
②

’
断

面

２
号

炉
原

子
炉

建
物

（
南
北
）

①
－

①
’

断
面

0
5
0
m

-
1
5
0

-
1
0
0

-
5
00

5
0

1
0
0

T
.P

（
m

）

-
2
0
0

-
2
1
5

-
1
5
0

-
2
0
0

-
2
1
5

-
1
0
0

-
5
05
0 0

1
0
0
T
.
P
.
(
m
)

T.
P.
+8
.5
mタ
ー
ビ
ン
建
物

２
号
炉

原
子
炉
建
物

２
号
炉

建
物
基
礎
上
面

T.
P.
+1
5.
0m

Ｍ
Ｍ
Ｒ

0
5
0
m

-
1
5
0

-
1
0
0

-
5
005
0

1
0
0

T
.P

（
m

）

-
2
0
0

-
2
1
5

1
5
0
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6
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解
析

用
地
下
水

位
(原

子
炉

建
物
基

礎
地

盤
)
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ケ
ー

ス
名

断
層

長
さ

L
(
km

）
断

層
幅

W
 
(
km
)

断
層

傾
斜

角
δ

（
°

）
す

べ
り

角
λ

（
°

）
上

端
深

さ
d
1
 
(k
m）

す
べ

り
量

（
ｃ

ｍ
）

第
一

ア
ス

ペ
リ

テ
ィ

第
二

ア
ス

ペ
リ

テ
ィ

背
景

領
域

基
本

ケ
ー

ス
3
9
.
0

1
8
.
00

9
0

1
8
0

0
2
5
1
.9

1
5
4
.3

6
6
.
8

不
確

か
さ

ケ
ー
ス

(断
層

傾
斜
角

)
3
9
.
0

1
9
.
17

7
0
(北

傾
斜
）

1
8
0

0
2
6
3
.9

1
6
1
.6

6
7
.
8

不
確

か
さ

ケ
ー

ス
（

す
べ

り
角

）
3
9
.
0

1
8
.
00

9
0

1
5
0

0
2
5
1
.9

1
5
4
.3

6
6
.
8

島
根

原
子

力
発

電
所

第
二

ア
ス

ペ
リ

テ
ィ

第
一

ア
ス

ペ
リ

テ
ィ

当
社

調
査

に
基

づ
く

変
位

地
形

・
リ
ニ
ア
メ
ン
ト

下
宇

部
尾

東

女
島

古
浦

美
保

関
町

東
方

沖
合

い

島
根

原
子

力
発

電
所

第
二

ア
ス

ペ
リ

テ
ィ

第
一

ア
ス

ペ
リ

テ
ィ

当
社

調
査

に
基

づ
く

変
位

地
形

・
リ
ニ
ア
メ
ン
ト

下
宇

部
尾

東

女
島

古
浦

美
保

関
町

東
方

沖
合

い

島
根

原
子

力
発

電
所

第
一

ア
ス

ペ
リ

テ
ィ

第
二

ア
ス

ペ
リ

テ
ィ

※
 傾

斜
角

９
０

度
の

断
層

面
を

断
層

傾
斜

角
０

度
と

し
て

図
化

 

第
3
.
6.

1-
8図

(1
)
 
断

層
パ
ラ
メ

ー
タ
（

宍
道

断
層

）
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第
3
.
6.

1-
8
図
(2

)
 
 
断
層
パ
ラ

メ
ー
タ

（
Ｆ

－
Ⅲ
～
Ｆ

－
Ⅴ

断
層

）
 

ケ
ー
ス

断
層
長
さ

L
（

km
）

断
層
幅

W
（

km
）

傾
斜
角

δ
（
°
）

す
べ
り
角

λ
（
°
）

上
端
深
さ

d
1
（
k
m）

す
べ
り
量

（
ｃ
ｍ

）
F
-
Ⅲ

F
-
Ⅳ

F
-
Ⅴ

上
昇
最
大

ケ
ー
ス

4
8
.
0

1
5
.
0

9
0

1
3
0

1
8
0

0
4
0
1

下
降
最
大

ケ
ー
ス

4
8
.
0

1
5
.
0

9
0

1
1
5

1
8
0

0
4
0
1

※
 傾

斜
角

９
０

度
の

断
層

面
を

断
層

傾
斜

角
７

０
度

と
し

て
図

化
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す
べ

り
方

向
が

耐
震

重
要

施
設

等
に
向

か
な
い

す
べ

り
方

向
が

耐
震

重
要

施
設

等
に
向

か
な
い

離
隔

距
離

が
確

保
で
き
て
い
る

す
べ

り
方

向
が

耐
震

重
要

施
設

等
に
向

か
な
い

す
べ

り
方

向
が

耐
震

重
要

施
設

等
に
向

か
な
い

離
隔

距
離

が
確

保
で
き
て
い
る

【
凡

例
】

：
耐
震

重
要
施

設
，
常

設
重
大

事
故

等
対

処
施
設

：
耐
震

重
要
施

設
等
に

影
響
す

る
お

そ
れ

が
あ
る

周
辺
斜

面

：
自
然

斜
面

：
切

取
斜

面
：

盛
土

斜
面

：
す

べ
り
方

向

〔
離

隔
距
離

〕

：
斜

面
法
尻

か
ら

50
m（

全
斜

面
）

：
斜

面
高

さ
×

1.
4倍

（
自
然

斜
面
，

切
取

斜
面

）

：
斜

面
高

さ
×

2.
0倍

（
盛
土

斜
面
）

0
2
0
0
m

離
隔

距
離

が
確

保
で
き
て
い
る

離
隔

距
離

が
確

保
で
き
て
い
る
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周
辺

斜
面
と
対

象
施
設

の
位

置
関

係
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検
討
用
地
下
水

位
の
設
定

２
次
元
浸
透
流
解
析

(
定
常
解
析
）
に
よ
り
，
検
討
用
地
下
水
位
を
設
定
す
る
。

液
状
化
発
生
の
有
無
の
確
認

時
刻
歴
非
線
形
解
析
（
有
効
応
力
解
析
，

F
L
I
P
）
に
よ
り
，
検
討
用
地
下
水
位
以

下
の
埋
戻
土
（
掘
削
ズ
リ
）
の
液
状
化
発
生
の
有
無
を
確
認
す
る
。

液
状
化

範
囲
の
設
定

過
剰
間
隙
水
圧
比
が

0
.
9
5
を
上
回
る
埋
戻
土
（
掘
削
ズ
リ
）
に
つ
い
て
，
繰
り
返

し
載
荷
に
よ
る
強
度
低
下
を
考
慮
す
る
液
状
化
範
囲
と
し
て
設
定
す
る
。

２
号
炉
南
側
盛
土
斜
面
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液
状

化
範
囲
の

検
討
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ー
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液
状

化
範
囲
の

設
定

 

0
.0
0

0
.9
5

1
.0
0

過
剰
間
隙
水
圧
比

0
5
0
m

5
0

T
.P
.（
m
） 0

4
0 30 2
0

1
0

-
1
0

-2
0
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【
凡
例

】 ：
耐
震
重
要
施
設
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
施
設

：
グ
ル
ー
プ

Ａ
（
岩
盤
斜
面
，
斜
面
法
尻

T.
P.
+
15
m以

下
）

：
グ
ル
ー
プ

Ｂ
（
盛
土
斜
面

，
斜
面
法
尻

T.
P.
+
15
m以

下
）

グ
ル
ー
プ

Ａ
と
地
盤
の
種
類
が
異
な
る
た
め
，
グ
ル
ー
プ
Ｂ
に
区
分
し
た
。

：
グ
ル
ー
プ
Ｃ
（
岩
盤
斜
面
，
斜
面
法
尻

T.
P
.+
4
4～

50
m）

グ
ル
ー
プ

Ａ
に
比
べ
て
高
台
に
位
置
す
る
斜
面
で
あ
り
，
地
質
や
地
震
増

幅
特
性
が
異
な
る
こ
と
か
ら
，
グ
ル
ー
プ
Ｃ
に
区
分
し
た
。

：
す
べ
り
方
向

0
2
0
0
m

グ
ル
ー
プ
分
類

①
斜
面
種
類

②
法
尻
標
高

グ
ル
ー
プ
Ａ

岩
盤
斜
面

T
.P
.
+1
5
m盤

以
下

グ
ル
ー
プ
Ｂ

盛
土
斜
面

T
.P
.
+1
5
m盤

以
下

グ
ル
ー
プ
Ｃ

岩
盤
斜
面

T
.P
.
+4
4～

5
0m
盤
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緊
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時
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所
周
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ガ
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耐
震

重
要
施

設
等
に

影
響
す

る
お
そ

れ
の

あ
る

斜
面

（
グ

ル
ー
プ

A～
C）

Ｎ
o

斜
面

崩
壊
を

防
止
す

る
対
策

工
を
実

施

・
耐

震
重
要

施
設
等

に
影
響

す
る
お

そ
れ

の
あ

る
斜

面
の
中

で
斜
面

高
さ
，

す
べ

り
方

向
等

を
考
慮

し
て
検

討
断
面

を
設

定
す

る

・
各

グ
ル
ー

プ
に
お

い
て
，

斜
面
安

定
性

の
影

響
要

因
に
つ

い
て
比

較
し
，

以
下

の
観

点
か

ら
影
響

要
因
の

番
号
を

付
与

す
る

①
構

成
す

る
岩
級

：
低

位
岩

級
（

C
L，

D級
）

が
分

布
す
る

斜
面

に
番

号
を
付

与
す
る

②
斜
面

高
さ

：
最

も
高

い
斜

面
に
番

号
を
付

与
す
る

③
斜
面
の
勾
配

：
最
急
勾
配
の
斜
面
に

番
号
を

付
与
す
る

④
シ
ー

ム
の
分

布
：

シ
ー

ム
が
分

布
す

る
斜

面
に
番

号
を
付

与
す
る

・
評

価
対
象

断
面
を

選
定
す

る
た
め
，
簡

便
法

に
よ

る
す
べ

り
安
全

率
を
算

定
す

る

Y
es

N
o

地
震

に
よ
り

斜
面
が

崩
壊
し

な
い
た

め
，

耐
震

重
要
施

設
等
に

影
響
し

な
い

・
評

価
対
象

斜
面
に

つ
い
て

，
対
策

工
等

の
検

討
を

行
う

・
対

策
工
等

を
反
映

後
，
再

度
，
全

斜
面

を
対

象
に

，
評

価
対

象
斜
面

の
選
定

を
行
う

評
価

対
象
斜

面
に
選

定
す
る

す
べ

り
安
全

率
1.
2を

上
回

る

N
o

グ
ル

ー
プ
内

で
影

響
要

因
の

番
号
付

与
数
が

最
多

※
１

ま
た

は
簡

便
法
の

す
べ
り

安
全
率

が
最

小

地
震

に
よ
る

斜
面
安

定
性
評

価
は

グ
ル

ー
プ
内

の
評
価

対
象
斜

面
に
代

表
さ

せ
る

Y
es

Y
es

N
o

評
価

対
象
斜

面
に
対

し
，
２

次
元
動

的
F
EM
解

析
を

実
施

※
１

影
響

要
因

の
番
号

付
与
数

が
最
多

の
検

討
断

面
が
複

数
存

在
す

る
場
合

，
簡
便

法
の
す

べ
り
安

全
率

が
最

小
と

な
る

断
面

を
評
価

対
象
断

面
に
選

定
す
る
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面
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評
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面
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評

価
対

象
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面
位

置

②
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②
① ①
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③ ③
’

④

④
’
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